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このマニュアルについて
Creative Sound Blaster Audigy 2 Platinum eX

 

重要 : このユーザーズマニュアルには製品についての全般的な情報が収められています。以下でこのマニュアルを効率的に使用する方法
について示します。すなわちアプリケーションやヘルプファイルの起動方法、専用に用意されたリンク経由で関連 Webサイトへア

クセスする方法などについて説明します。

• アプリケーションやヘルプを起動する場合、又は、関連するWebサイトへアクセスする場合には青色表示された文字をクリックするか

オブジェクトやテキスト内に表示された や のシンボルをクリックします。

• この PDFファイルでは最適な表示が得られるようにデフォルトで［幅に合わせる］が設定されており、各ページの全内容を表示出来ま

す。文字がはっきり見えない場合には Ctrl + <+> キーを押してズームインするか Ctrl + <-> キーを押してズームアウトして下さい。全画

面表示を行う場合には Ctrl + <L>キーを押します。

注意 : アプリケーションやヘルプファイルにアクセスするにはまずマニュアルとアプリケーションをコンピューターにインストールする
必要があります。これを行わないとエラーメッセージが表示されます。プログラムを起動するリンクをクリックしたときには、Adobe

Acrobat によってアプリケーションが起動されることを示すダイアログボックスが表示されることがあります。［全て］ボタンをク

リックすればその後のアプリケーションの起動時にこのメッセージは表示されなくなります。リンク先の Webサイトにアクセスす

るにはインターネットに接続する必要があります。

本書の内容は予告無く変更される場合があり、Creative Technology Ltd.の責務を表すものではありません。電気的、又は、機械的の別や
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はじ

最新
ディ
メン
こそ

ございます。この製品はSound Blaster

レイクアウトボックス、及び赤外線リ

在発売されている製品の中で最も完

リューションです。

 2は、最高の音楽と映画鑑賞を追求す

udigy 2 Platinum eXは、驚くべき品質

能をライン入力、及びデジタル入力で

ーで 6.1 チャンネルの Dolby Digital

使用したDVDオーディオディスクか

れます。

クロフォン、ヘッドフォン、デジタル

はコンピューター本体から分離され

atinum eXはAudigy 2シリーズの中で

トしているため、高品質のミュージッ

NOMAD™ポータブルデジタルオー

キャナー、デジタルカメラなど他の

d Blaster Audigy 2 Platinum eXを手軽

MLP
は、D
るオ
圧縮

ナル
てい
く、フ
ます
ディ
をそ
です
引く

Com
ばれ
めに

のデジタルオー
オエンターテイ
トの世界によう

Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXをお買い上げいただきありがとう

Audigy 2 Platinum eXカード、Sound Blaster Audigy 2 Platinum eX ブ

モコンで構成されています。 Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXは現

全で手頃な価格の高品位デジタルオーディオエンターテイメントソ

権威ある THXマルチメディア認証を取得した Sound Blaster Audigy

るPCオーディオファンにとって完璧な選択肢です。

24ビット /192 kHzのDVDオーディオ再生機能を持つSound Blaster A

の高精細サウンドと 24ビット /96 kHzオーディオレコーディング機

実現します。Sound Blaster Audigy 2 Platinum eX ではコンピュータ

Surround EXサラウンドがサポートされるとともにMLP可逆圧縮を

らのサンプリングレート96 kHzの5.1チャンネル出力もサポートさ

Sound Blaster Audigy 2 Platinum eX ブレイクアウトボックスではマイ

入出力、及びMIDI接続をフロントパネルから使用できます。これら

ユーザーのワークエリアに近付きました。 Sound Blaster Audigy 2 Pl

唯一 24ビット /96 kHzレコーディング用のASIOドライバをサポー

ククリエーションが可能です。 さらにIEEE1394準拠のSB1394接続は

ディオプレーヤーや外付けの CD-RWドライブ、及び DVカメラ、ス

IEEE1394互換機器への高速な接続を提供します。 

コンピューターから4メートル以内であれば赤外線リモコンでSoun

に操作してオーディオやビデオCDの再生などが実行出来ます。 

 (Meridian Lossless Packing)
VD-Audioで使用されてい
ーディオデータのロスレス
方法 (可逆圧縮 )で、オリジ
のレコーディングに含まれ
る情報を一切削ることな
ァイルのサイズを圧縮し
。リスナーは、元のレコー
ングで意図されたサウンド
のまま聴くことが出来るの
。圧縮の過程でデータを間
他の圧縮方法は、「Lossy 
pression (非可逆圧縮 )」と呼
ています。
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EAX
HD

C オーディオにもたらします。EAX

処理能力を最大限活用し、ゲーム、及

供します。

ームのオーディオや音響シミュレー

ーはずば抜けてリアルで、どっぷりと

リングするNew Multi-Environment™

精度で簡単に追うことが出来るように

使用するゲームプレーヤーはより一層

れます。

ュレートするEnvironment Filtering™。

ment Morphing™。

機能を実現します。

ーンアップ。

イムスケーリング 。

クエフェクツ。

せます。優れたHi-Fiオーディオと洗

エンターテイメント体験は、Sound
 ADVANCED 
とは?

EAX ADVANCED HD はかつてないレベルのパフォーマンスを P

ADVANCED HDは強化されたSound Blaster Audigy 2プロセッサーの

びミュージックでHi-Fiオーディオを実現する数々の新しい機能を提

新登場の EAX ADCANCED HDゲームオーディオライブラリはゲ

ションを新たなレベルに引き上げます。革新的な以下のテクノロジ

浸れるオーディオをPCゲームに実現します。

❑ 複数のオーディオエンバイロメントをリアルタイムで同時にレンダ

テクノロジー。

❑ ゲームのプレーヤーが敵や味方の発する音の場所や動きを3次元の

するEnvironment Panning™。これにより Sound Blaster Audigy 2を

ゲームのシナリオに「順応」することが出来、有利にゲームを進めら

❑ 初期反響やエコーの再現を可能にするEnvironment Reflections™。

❑ 開けた環境、閉ざされた環境の両方でサウンドの伝播を正確にシミ

❑ ある環境から次の環境へのシームレスな移行を可能にするEnviron

さらに、EAX ADVANCED HDのミュージックテクノロジーは優れた

❑ デジタルオーディオファイル内のノイズを低減するオーディオクリ

❑ 歪みを生じさせることなくミュージックの再生速度を調節可能なタ

❑ 特に音楽鑑賞のために開発されたEAX ADVANCED HDミュージッ

EAX ADVANCED HDは3Dオーディオの性能と機能を劇的に増大さ

練されたリバーブエフェクツが実現されるこの比類ないデジタル

Blaster Audigy 2シリーズでのみ可能です。
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同梱

ます。テクニカルサポートは、日本語版

をインストールした場合のテクニカル

付属のインストールCDの中に入って

を証明できるもの (販売店の発行する

ておいて下さい。尚、ご購入前のお問い

お問い合わせはインストール CD内の

ポートセンター宛にお願い致します。

製品
ては
あり
品について 製品パッケージの内容は以下のとおりです。

❑ Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXカード

❑ Audigy 2 Platinum eXブレイクアウトボックス、及び IRリモコン

❑ AD_LINKケーブル

❑ 電源分岐ケーブル

❑ ジョイスティック /MIDIブラケット

❑ ステレオミニジャック /ステレオ標準プラグアダプター

❑ リモートコントローラー用単4電池2本

❑ Sound Blaster Audigy 2インストール /アプリケーションCD

❑ Sound Blaster Audigy 2 Feature ShowcaseデモCD

❑ Creative DVD-Audio Sampler Disc

❑ クイックスタートガイド

❑ マニュアル (CD内 )

❑ デモ、及びゲームCD

❑ ハードウェア保証書 /テクニカルサポート情報 (CD内 )

※ 日本語版ソフトウェアには一部英語版のプログラムが含まれてい

ソフトウェアをインストールした場合のみ対象となります。他言語

サポートは致しかねます。

※ 日本語マニュアル、ハードウェア保証書 /サポート情報はPDF形式で

います。ハードウェア保証書の保証規定の適応を受けるには購入日

ステッカー、レシート、納品書、送付状等のいずれか )を必ず保存し

合わせはパッケージに記載されている弊社営業部宛に、ご購入後の

ハードウェア保証書 /サポート情報に記載されているテクニカルサ

の内容は、一部の国によっ
この一覧とは異なる場合が
ます。
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価格は予告なく変更される場合があ

シス

Sou
Aud
eXカ

互換CPUを使用した100%DOS/V互

ードチップセット

ows 2000 (Professional版 SP3)、又は、

EインストールCDが必要になる場合

セラレータ、XEON、i486 (互換CPU

ム構成より高い性能 (より多くの
※ 本商品の外観、仕様、バンドルソフトウェア等のパッケージ内容、及び

ります。

テム条件の確認

nd Blaster 
igy 2 Platinum 
ード

❑ Intel Pentium II以上のCPU、又は、同等の性能を持つIntel Pentium 100%

換PC

❑ Intel純正のマザーボードチップセット、又は、Intel 100%互換マザーボ

❑ Windows 98 Second Edition、Windows Me (Millennium Edition)、Wind
Windows XP SP1

❑ 128 MB以上 (256 MBを推奨 )のメインメモリー

❑ 600 MB以上のHDD空き容量

❑ PCI 2.1仕様の空きPCIスロット1つ

❑ ジョイスティック /MIDIブラケット用の空きブラケット1つ

❑ 空いている (シェアリングしていない )使用可能な IRQ1つ

❑ SB1394用の IRQ

❑ ヘッドフォン、又は、アンプ内蔵スピーカー(別売 )

❑ ソフトウェアインストール用のCD-ROMドライブ

※ Windows 98 SEをお使いの場合にはインストール時にWindows 98 S

があります。

※ ODP (オーバードライブプロセッサ、Pentium ODPを含む )、CPUアク

を含む )、Itaniumシリーズ、Cyrixは非サポート。

※ パッケージに同梱されているソフトウェアは動作の際に上記のシステ

HDD空き容量、より高速なCPU等 )を要求する場合があります。



はじめに xiii

スロットの有無 )や IRQ等のシステム

には、物理的な条件やシステムリソー

SB1
ショ
DVD

m 100%互換CPU

を推奨 )

拠の3Dアクセラレーター

プレーヤーの開発元、又は、販売元に事

ステム条件 (より多くのメインメモ

ります。Creativeアプリケーションの

その ラインデモのSound Blaster Audigy 2

法や機能を紹介します。Sound Blaster

ついてインタラクティブに紹介する

Wind
のキ
合は

リー
※ 本製品をご購入前に必ずお使いのPCの物理的な条件 (空きPCI拡張

リソースの確認をして下さい。省スペース設計の PCをお使いの場合

スの制限によりお使い頂けない場合があります。

394アプリケー
ン、ゲーム、及び
鑑賞

❑ Intel Pentium 1 GHz以上のCPU、又は、同等の性能を持つ Intel Pentiu

❑ 256 MB以上のメインメモリー

❑ 1 GB以上のHDD空き容量 (ATA-100、7,200 rpm、10 GB以上のHDD

❑ Creative Inspire 6.1 6600スピーカー

❑ 16 MB以上のテクスチャーメモリーを実装したDirect X/Open GL準

❑ 第2世代以降の5倍速以上のDVD-ROMドライブ

❑ Audigy 2カードをサポートしたソフトウェアDVDプレーヤー

❑ DV編集ソフト

※ ソフトウェアDVDプレーヤーの対応状況については各ソフトDVD

前にご確認下さい。

※ パッケージに同梱されているソフトウェアは動作の際により高いシ

リー容量やHDD空き容量、より高速なCPU等 )を要求する場合があ

詳細についてはオンラインヘルプファイルを参照して下さい。

他の情報 Sound Blaster Audigy 2オンラインクイックスタート (英語版 )やオン

Getting Started (英語版)は対話形式でSound Blaster Audigy 2の使用方

Audigy 2 Feature Showcaseデモ (英語版 )はSound Blaster Audigy 2に

とともにカードの機能について説明します。

ows XP でデジタルビデオ
ャプチャー、編集を行う場
256 MB 以上のメインメモ
を推奨します。
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関連 ラリー、及びソフトウェアが含まれて

関するニュースや製品を確認出来ま

の更新などに関する情報が提供され

テク 確認して下さい。

表記 が使用されています。 

り、作業を続ける前に考慮し

役立つ注意、又は、警告を表し

なダメージを与える危険性が
情報 Sound Blaster Audigy 2のインストールCDには追加のデモやライブ

います。http://japan.creative.comを参照すれば最新の Sound Blasterに

す。又、このサイトでは購入方法、テクニカルサポート、最新ドライバ

ています。

ニカルサポート 全般的な質問についてはhttp://japan.creative.com/supportのサイトを

の規則 このガイドでは必要な情報を探しやすくするために以下の表記規則

ノート型のアイコンは特に重要な情報を示してお
ておく必要があります。

アラーム時計は危険を伴なう状況を避けるために
ます。

警告のマークは人体を傷つけたり、機器に恒久的
ある障害を表します。

http://japan.creative.com
http://japan.creative.com/support
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So ドウェア

用意 下さい。

コンピ

ロット
ロット
要です

Audigy 2ブレイクアウトボックス

プラスドライバ
（同梱されていません）
Sound Blaster A

und Blaster Audigy 2 Platinum eXのハー

するもの 取り付けを行う前に以下のパーツと工具がそろっているか確認して

ューターに未使用のPCIス
があり、さらにその横のス
も未使用であることが必
。

Sound Blaster Audigy 2 
Platinum eXカード

AD_LINKケーブル

図1-1 用意するもの

ジョイスティック /MIDI
ブラケット

電源分岐ケーブル
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So
Au
Pla
カー

とが出来る以下のようなジャックや

各部の
た図中
い。

1

ンのために設計された高性能サウン
クオリティを実現するためにアナロ
カード上から取り除きました。しか
VD-ROMドライブのCDオーディオ
-ROMドライブの設定」 をご覧下さ

8 9

Sound 
の全て
ドをAu
スに接
Sound Blaster A

und Blaster 
digy 2 
tinum eX
ド

Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXカードには他の機器を接続するこ
コネクタがあります。

説明を読むには丸で囲まれ
の番号をクリックして下さ

図1-2 ジャック、コネクタ、及びポート

6 7

Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXはミュージック /サウンドクリエーショ
ドカードです。 よりクリーンなオーディオ処理と可能な限り高いオーディオ
グCD入力、TAD入力、及びデジタルCD入力などの内蔵コネクタをサウンド
しWindowsの [デジタルCD再生 ]を有効に設定することによりCD-ROM/D
をサウンドカード経由で再生出来ます。 詳細は2-6ページの「ステップ7: CD
い。 

5

4

3 2

Blaster Audigy 2 Platinum eX
の機能を使用するにはカー
digy 2ブレイクアウトボック
続する必要があります。
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Aud
クア
ス

、及びコントロールがあります。  

各部の説
た図中の
い。

• お手
ドフ

をAu
クス

ジャッ

プター

• マイ
には

チを切

してか

フォ

する

して下

トロール

8 97

154
Sound Blaster A

igy 2ブレイ
ウトボック

Audigy 2ブレイクアウトボックスには次のようなジャック、コネクタ

明を読むには丸で囲まれ
番号をクリックして下さ

持ちのミニプラグのヘッ

ォン、及びマイクロフォン

digy 2ブレイクアウトボッ
に接続するにはミニ

ク /標準プラグ変換アダ
を使用します。

クロフォンを接続する際

マイクロフォンのスイッ

り、ボリュームを最小に

ら行って下さい。ヘッド

ンを使用する場合は接続

前にボリュームを最小に

さい。

図1-3 ジャック、コネクタ、及びコン

61 5432

1110 12 113

正面図

背面図
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m eXカード

Sound
eXカー
リック
クしま

AD_L
AD_L
コネク
対に IE
ないで
事故の

す。

2コネクタに接続して電力を
ないで下さい。

ータを転送します。

レオミニプラグオーディオ
ー、及びリアセンター出力
※を接続します。
合に別途購入が必要になりま
する場合にはスピーカーに
購入する必要はありません。

ー、又は、AVアンプと接続し

アンプ内蔵スピーカー、又は、

方の 4ピンコネクタを接続し
Sound Blaster A

表1　Sound Blaster Audigy 2 Platinu

 Blaster Audigy 2 Platinum
ドの図に戻るにはここをク

するか各部の説明をクリッ
す。

INK 2 コネクタには付属の
INKケーブルのAD_LINK 2
タのみが接続可能です。絶
EE1394ケーブルを接続し
下さい。重大な故障や破損
原因となります。

番号 説明

1 ジョイスティック /MIDIコネクタ
ジョイスティック /MIDIブラケットを接続しま

2 AD_LINK 2コネクタ
Audigy 2ブレイクアウトボックスのAD_LINK
供給します。決して IEEE1394ケーブルを接続し

3 AD_LINK 1コネクタ
Audigy 2ブレイクアウトボックスに接続してデ

4 ライン出力3ジャック
センター、及びサブウーファー出力時にはステ
ケーブル※を接続し、センター、サブウーファ
時には映像 /音声用の 4極ミニプラグケーブル
※ いずれのケーブルもAVアンプに接続する場
す。Creative Inspire 6.1 6600スピーカーと接続
ケーブルが付属している為、ケーブルを別途

5 ライン出力2ジャック
左右リアスピーカー出力。アンプ内蔵スピーカ
ます。

6 ライン出力1ジャック 
左右フロントスピーカー出力。ヘッドフォン、
AVアンプと接続します。

7 電源コネクタ
同梱の電源分岐ケーブルに付いている小さい
ます。 
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ードからのオーディオの出力

出力 (デジタルCDオーディオ
Sound Blaster A

8 AUXコネクタ (AUX_IN)
TVチューナーカードやビデオキャプチャーカ
を接続します。

9 CD SPDIFコネクタ (CD_SPDIF)
CD-ROM、又は、DVD-ROMドライブのSPDIF
出力 )を接続します。

番号 説明
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ックス

Audig
の図に
るか各
す。

ビデオカメラ、ハードディス

種の詳細は弊社Webサイトを

します。

機器を接続します。 

イナミックマイクロフォンを

ミュートされます）。

力1切り換えノブ
反時計方向に “カチッ”とい
り換わります。

ブ

ュームを調整します。ミュー
Sound Blaster A

表2　Audigy 2ブレイクアウトボ

y 2ブレイクアウトボックス
戻るにはここをクリックす
部の説明をクリックしま

番号 説明

1 SB1394コネクタ（IEEE1394）
IEEE1394互換デバイスを接続します（デジタル
ク、CD-RWドライブ、MOドライブ等。対応機
ご覧下さい）。

2 光デジタル入出力コネクタ（光角型）
光デジタル入出力を持つ録音 /再生機器を接続

3 ライン入力2ジャック
エレキギターやその他ラインレベルのアナログ

4 ライン入力1/マイク入力ジャック
シンセサイザーなどのラインレベル出力やダ
接続します。

5 ヘッドフォンジャック
ヘッドフォンを接続します （スピーカー出力は

6 マイクロフォンゲインコントロール /ライン入
マイクロフォンのゲインを調整します。ノブを

う音がするまで回転させるとライン入力 1に切

7 マスターボリューム /ミュートコントロールノ
Surround Mixerのマスターコントロールのボリ
トするにはこのノブを押します。



udigy 2 Platinum eXのハードウェア 1-7

効」チェックボックスをオン /オ

ク )
のアナログ機器に接続します。

ィオの録音 /再生機器を接続

す。

D_LINK 1コネクタと接続し

4）コネクタ
 Platinum eXカードのAD_LINK 2
アウトボックスに電力が供給さ

さい。AD_LINK 2コネクタの隣
互換デバイスを接続出来ます。 

Audig
図に戻
か各部

AD_L
IEEE1
大な故
ケーブ
確認し
コネク
さい。
Sound Blaster A

8 CMSSスイッチ
EAXコンソールの「CMSS 3D」タブの「CMSS 3D有
フします。

9 赤外線受光部
赤外線リモコンの受光部です。

10 ライン入力3（AUX入力）ジャック (ピンジャッ
ビデオデッキ、テレビ、及びCDプレーヤーなど

11 標準MIDI入出力コネクタ
MIDI機器を接続します。 

12 同軸デジタル入出力ジャック (ピンジャック )
DAT、及びMDレコーダーなどデジタルオーデ
します。

13 デジタルDIN出力ジャック
Creative Inspire 5.1 Digital 5600/5700と接続しま

14 AD_LINK 1コネクタ
Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXカードの A
ます。

15 AD_LINK 2コネクタ、及びSB1394（IEEE139
付属のAD_LINKケーブルでSound Blaster Audigy 2
コネクタに接続します。ここからAudigy 2ブレイク
れます。決してIEEE1394ケーブルを接続しないで下
にはSB1394（IEEE1394）コネクタがあり、IEEE1394

番号 説明

y 2ブレイクアウトボックスの
るにはここをクリックする
の説明をクリックします。

INK 2コネクタにあやまって
394ケーブルを接続すると重
障や破損を引き起こします。
ルの接続時には充分注意し、
て正しいケーブルを正しい
タに接続するようにして下
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Cre
Mix Surround Mixer］の順でクリックしま

の[スピーカー]ボタン上に赤いチェッ
フォン出力のミュートが解除されま

Surround Mixer］の順でクリックしま

ディオソースのボタンをクリックし

赤いチェックが解除されていない場

のミュートが解除されます。

リモ ら遠隔操作することが出来ます。

さい。 

Creati
他のア
トール

フトウ

照して

• 最
Su
及び
75%
Au
スの
て微

• Su
レベ
に設
ブ
ン
も
せん
イン
Sound Blaster A

ative Surround 
erを使う方法

ヘッドフォンボリュームは次の手順で調整します。

1. ［スタート］、［プログラム］、［Creative］、［Sound Blaster Audigy 2］、［
す。

2. Surround Mixerの［マスターパネル］で［ボリューム］スライダーの下
クがある場合、 これをクリックしてミュートを解除します。 ヘッド
す。

3. ［ボリューム］スライダーを調整します。

マイクロフォンゲインは次の手順で調整します。

1. ［スタート］、［プログラム］、［Creative］、［Sound Blaster Audigy 2］、［
す。

2. Surround Mixerの［ソースパネル］で下向き矢印の付いた入力オー
て［ラインイン 1/マイク］を選択します。

3. ［ラインイン1/マイク］スライダーの下の [スピーカー]ボタン上の
合、 これをクリックしてミュートを解除します。 オーディオ入力

4. 入力スライダーを調整します。

コンの使用 Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXはリモコンを使って離れた場所か

詳細はリモートコントロール有効のオンラインヘルプを参照して下

ve Surround Mixer、及びその
プリケーションをインス
するには 3-1 ページの「ソ
ェアのインストール」 を参
下さい。

良の効果を実現するには
rround Mixerで［ボリューム］、
マイクロフォンのゲインを
のレベルに設定してから

digy 2ブレイクアウトボック
コントロールノブを使用し
調整を行って下さい。

rround Mixerで［ボリューム］
ルを 0%、又は、ミュート
定している場合、Audigy 2
レイクアウトボックスのコ
トロールノブを最大にして
ヘッドフォンから音は出ま
。これはマイクロフォンゲ
についても同じです。
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リモ して下さい。

［スロー再生］ボタン 
再生速度を落としま
す（音楽CD、及びMIDI
ファイルを除く）。速
度を選択するには、こ
のボタンを繰り返し
押します。［再生／一
時停止］ボタンを押す
と通常の再生を開始
します。

［先送り］ボタン 
次のトラック、又
は、メニューペー
ジへスキップし
ます。

戻し］ボタン 
つ手前のトラッ
、又は、メニュー
ージへスキップ
ます。

［コマ送り］ボタン
（VideoCD再生時のみ） 
再生を一時停止するに
は、このボタンを１回押
します。ボタンを連続し
て押すと次のビデオフ
レームに進みます。通常
の再生を再開するには
［再生／一時停止］ボタ
ンを押します。

［再生／一時停止］ボタン 
再生の開始、一時停止、又は、再開時
に使用します。

音］ボタン 
ーディオの
音を開始す
ときに使用
ます。
Sound Blaster A

コンの機能 リモコンの機能の説明については下記の図 1-4 、及び 図 1-5を参照

図1-4 リモコンの操作ボタン

［巻き戻し］／［左］
ボタン
後ろのトラックに戻
したり数値を小さく
したり選択位置を左
に移動させるときに
使用します。

［早送り］／［右］
ボタン
次のトラックにス
キップしたり数値
を大きくしたり選
択位置を右に移動
させるときに使用
します。

セレクト／OKボタン
選択したタスクやコマンド
を実行するときに使用しま
す。再生中にこのボタンを
押すとOSD*メニューにコ
ンテンツのメニューが表示
されます。

［上下］ボタン
選択位置を上下に移動させ
るときに使用します。

テンキーボタン
トラックやメニューア
イテムを選択するとき
に使用します。２桁の
番号のトラックにアク
セスするには、例えば
トラック 10 の場合、
「1」ボタンを押した後
にすぐ「0」ボタンを押
します（続けてすばや
く）。再生中に「0」ボ
タンを押すと OSD*メ
ニューにトラックのリ
ストが表示されます。

［停止／イジェクト］
ボタン 
現在の再生を停止します。
連続してこのボタンを押
すとディスクがイジェク
トされます。

［後
一
ク
ペ
し

［録
オ
録
る
し

* OSDとは「On Screen Display」の略称です。
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ン

スピーカー／ヘッドフォンボリューム
調整ボタン
ボリュームアップ（+）、又は、ボリュー
ムダウン（-）ボタンを押してマスターボ
リュームを調節します。

ミュートボタン
オーディオをミュート
にします。

CMSSボタン
CMSSモードを選択します。 

電源ボタン
この機能は使用できません。
Sound Blaster Au

図1-5 リモコンのその他のボタ

閉じる／キャンセル
ボタン
メニューのキャンセル、
及び現在操作中のアプ
リケーションを終了す
るために使用します。

表示ボタン
現在のタスクの状況や
時間、日時がディスプ
レイに表示されます。
繰り返し押すと詳細
が表示されます。

［戻る］ボタン
メインメニュー
に戻ります。

オプションボタン
現在のタスクに対するオ
プションが表示されます。
繰り返し押すと他のオプ
ションが表示されます。

スタートメニューボタン
このボタンを押すとタス
ク選択のメニューが表示
されます。
繰り返し押すとメニューが
詳しく表示されます。

EAXボタン
EAX のメニュー
がディスプレイ
に表示されます。



2 ドウェアの取り付け
ハードウェアの取り付け
この章ではSound Blaster Audigy 2 Platinum eXハー
方法について説明します。
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ハー

取り

ステ
Bla
Plat
ウェ

す。

主電源
から電

電源ユ
ムでソ
行った

源供給
ます。 
ドカー
破壊す

_Linkケーブル
ドウェアの取り付け

付け手順

ップ1: Sound 
ster Audigy 2 
inum eXハード
アの準備

1. Audigy 2ブレイクアウトボックスをコンピュータの近くに置きま

2. AD_Linkケーブルを用意します。

を切ってコンピューター
源コードを抜きます。 ATX
ニットを使用するシステ
フトによる電源の切断を
場合、PCI スロットへの電
が維持される場合があり
この際、スロットにサウン

ドを挿入するとカードを
る可能性があります。

図2-1 Audigy 2ブレイクアウトボックス、及びAD
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ステ
ピュ

既存の
り去り
機能は

は B-9
オデバ

下さい

図2-2 金属プレートの取り外し

金属プレート

PCIスロット

ISAスロット（古いマザーボードの場合）
ップ2: コン
ーターの準備

1. コンピューターと周辺機器全ての電源を切ります。

2. コンピューターの金属部に触れ身体に帯電した静電気を放
電し、電源コードを壁のコンセントから抜き取ります。

3. コンピューターのカバーを取り外します。

4. 図 2-2のように隣り合う 2つの未使用 PCI拡張スロットから
金属プレートを取り外します。ネジは後で使用するので別に

保管しておきます。

サウンドカードは全て取
、オンボードのオーディオ
無効にして下さい。 詳細
ページの「複数のオーディ

イスに伴う問題」 をご覧
。
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ステ
カー

サウン

ロット
い。 カ
に挿入

ネクタ
ザーボ

に合っ
さい。

切に収
カード

トに挿

AD_L
合は、内
いよう

PCIスロット

2-3 スロットにカードの位置を合わせる
ップ3: サウンド
ドの取り付け 

1. 空いているPCI拡張スロットにカードの位置を合わせ、Sound
Blaster Audigy 2 Platinum eXカードを図2-3のようにして無理
な力をかけずに均等にスロット内に押し込みます。

2. カードをネジで固定します。

ドカードを無理に PCIス
に押し込まないで下さ
ードを PCI拡張スロット
する前に、カードのPCIコ
の金色の接続部分がマ
ードの PCIバスコネクタ
ていることを確認して下

 カードがスロット内に適
まらない場合は、一度
を抜き取り再度、スロッ

入して下さい。

ink ケーブルが長すぎる場
部のワイヤーが破損しな
に軽く巻きます。

図
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ステ
ティ
ケッ

2-4 ジョイスティック /MIDIブラケット
の取り付け
ップ4: ジョイス
ック /MIDIブラ
トの取り付け

1. 隣の空いている PCI拡張スロットにジョイスティック /MIDI
ブラケットを合わせます。

2. もう一つのネジでブラケットをしっかりと固定します。
図2-4を参照して下さい。

図
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ステ
の取

続します。 カードとブレイクアウト
と音がするまで押して完全に挿入し

をサウンドカードの電源コネクタに

ットから出ている電源ケーブルに接

などの他のデバイスと共有されてい

Audig
ス の
SB139
サウン
トボッ

及び A
する必

コンピ
が妨げ
てAD
カード
の方法

1) ネジ
トか

2) AD_
3) もう
しっ

CD SPDIF
コネクタ

CD-ROM/DVD-ROM
ドライブ

2

ップ5: ケーブル
り付け

1. 付属の AD_LINKケーブルを使用して AD_LINK1コネクタを接
ボックスの両方でコネクタのスプリングラッチを押さえカチッ

ます。

2. AD_LINK2コネクタを接続します。 図2-5を参照して下さい。

3. 付属の電源分岐ケーブルを用意します。 白い小さい方のコネクタ
挿入します。

4. 電源分岐ケーブルのもう一方の端をコンピューターの電源ユニ
続します。 

注意 : サウンドカードに接続した電源ケーブルがディスクドライブ
ないことを確認して下さい。

y 2 ブレイクアウトボック
前 面、及 び 背 面 に あ る
4コネクタを使用するには
ドカードとブレイクアウ
クスの両方にAD_LINK1、
D_LINK2コネクタを接続
要があります。

ューターのケースの構造
となりスロットが干渉し

_LINKケーブルをサウンド
に接続できない場合は次
で接続を行います。

を外してカードをPCIスロッ
ら緩めます。 
LINKケーブルを挿入します。
一度カードをPCIスロットに
かりと取り付けます。

電源コネクタ

コンピューターの
電源ユニットへ

図2-5 サウンドカードへのケーブルの接続

スプリングラッチ

1

4
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ステ
ドの ます。

ウトボックスを他のデバイスに接続

とアプリケーションのインストール」

ステ
CD-
の設

の [デジタルCD再生 ]を有効にする

して下さい。

パネルを開きます。

リックします。

[音楽CD]タブを選択します。

のチェックボックスにチェックをし

ドライ

CD-R

によっ

未対応

のドラ

してい

• PCM

ロー

けC

には

てい

注意

• 音楽

Surr

にな
ップ6: 電源コー
接続

1. コンピューターのカバーを取り付けます。

2. 電源コードをコンセントに接続してコンピューターの電源を入れ

Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXカード、及びAudigy 2ブレイクア
するには2-8ページ 「関連周辺機器との接続」をご覧下さい。

ドライバ、及びソフトウェアのインストールは3-1ページ 「ドライバ
をご覧下さい。

ップ7: 
ROMドライブ
定

音楽CDをCD-ROM/DVD-ROMドライブで再生する場合、ドライブ

必要があります。下記の手順に従って [デジタルCD再生 ]を有効に

Windows 98 SEの場合

1. [スタート ]をクリックしてスタートメニューを開きます。

2. [設定 ]、[コントロールパネル ]の順にクリックし、コントロール

3. コントロールパネル内の [マルチメディア ]アイコンをダブルク

4. [マルチメディアのプロパティ ]のダイアログボックスの中から

5. [このCD-ROMデバイスでデジタル音楽CDを使用可能にする ]

ます。

6. [OK]をクリックします。

ブ (CD-ROM、DVD-ROM、

W、DVD-RAM等 )のモデル

ては、デジタルCD再生に

の場合があります。お使い

イブがこの機能をサポート

るか事前にご確認下さい。

CIAカードのATAコント

ラー経由で接続される外付

D/DVD-ROMドライブの中

デジタルCD再生に対応し

ないものもありますのでご

下さい。

CD再生時のボリュームは

ound Mixer中のWave/MP3

ります。
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マネージャ ]タブをクリックしま

で右クリックします。

す。

にチェックします。

リックします。

ア ]タブをクリックします。

いのドライブの名前が表示されま

す。

にチェックします。
Windows Meの場合

1. [マイコンピュータ ]のアイコンを右クリックします。

2. [プロパティ ]をクリックします。

3. [システムのプロパティ ]ダイアログボックスの中から [デバイス

す。

4. [DVD/CD-ROMドライブ ]アイコンをダブルクリックします。

5. お使いになっているドライブの名前が表示されますので名前の上

6. [プロパティ ]をクリックします。

7. [プロパティ ]タブをクリックし、ダイアログボックスを開きま

8. [このCD-ROMデバイスでデジタル音楽CDを使用可能にする ]

9. [OK]をクリックします。

Windows 2000/XPの場合

1. コントロールパネルを開きます。

2. コントロールパネルの中にある [システム ]アイコンをダブルク

3. [システムのプロパティ ]ダイアログボックスの中の [ハードウェ

4. [デバイスマネージャ ]ボタンをクリックします。

5. [DVD/CD-ROMドライブ ]アイコンをダブルクリックするとお使

す。

6. ドライブ名の上で右クリックします。

7. メニューが現れたら [プロパティ ]をクリックします。

8. [プロパティ ]タブをクリックし、ダイアログボックスを開きま

9. [このCD-ROMデバイスでデジタル音楽CDを使用可能にする ]

10. [OK]をクリックします。
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関連
の接

ます。 この楽しみを最適なものとす
num eXに接続する方法を示していま

Audi
ケー
ネク
ケー
誤っ
ネク
ケー
ない
故の

各部
れた
下さ

付属の

には 2
及びA
AD_L
AD_L

2

3

4

との接続
周辺機器と
続

Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXは音楽鑑賞の楽しみを無限に広げ
るために図2-6では関連する周辺機器をSound Blaster Audigy 2 Plati
す。

gy 2 Platinum eX カードに
ブルを取り付ける際にはコ
タの向きに注意し、正しく
ブルを取り付けて下さい。
た向きのままケーブルをコ
タに差したり、コネクタと
ブルが正しく接続されてい
状態で使用すると故障や事
原因となる場合があります。

の説明を読むには丸で囲ま
図中の番号をクリックして
い。

AD_LINKケーブルの両端
つのコネクタ（AD_LINK1、
D_LINK2）が付いています。
INK1はデータを転送し、
INK2は電力を供給します。

1

5

6 7

アナログソース

図2-6 Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXと他の機器
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関連
の接
（続

各部の
た図中
い。

接続

4

5

接続可能なその他の
IEEE1394機器

• IEEE1394ハード
ディスク

• IEEE CD-R/RW
ドライブ

• SB 1394 対応
NOMAD Jukebox

又は
周辺機器と
続
き）

説明を読むには丸で囲まれ
の番号をクリックして下さ

図2-7 ブレイクアウトボックスへの周辺機器との

1 2 3

7

6
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明

図に戻
か、又
リック

ーシステム

6.1アナログスピーカーシステ

アンプ内蔵スピーカー、又は、

ー、又は、AVアンプと接続し

レオミニプラグオーディオ
ー、及びリアセンター出力
※を接続します。

合に別途購入が必要になりま

する場合にはスピーカーに
購入する必要はありません。

コーダーアンプ

ク )
どのアナログ機器に接続しま

ーアンプと接続します。
表1　2-8ページの各部位の説

るにはここをクリックする
は、表の説明のいずれかをク
して下さい。

番号 説明

1 AVアンプ、又は、5.1/6.1 chアナログスピーカ
AVアンプのアナログ5.1/6.1 ch入力、又は、5.1/
ム。 

2 ライン出力1ジャック
左右フロントスピーカー出力。ヘッドフォン、
AVアンプと接続します。

3 ライン出力2ジャック
左右リアスピーカー出力。アンプ内蔵スピーカ

ます。

4 ライン出力3ジャック
センター、及びサブウーファー出力時にはステ
ケーブル※を接続し、センター、サブウーファ
時には映像 /音声用の 4極ミニプラグケーブル
※ いずれのケーブルもAVアンプに接続する場
す。Creative Inspire 6.1 6600スピーカーと接続
ケーブルが付属している為、ケーブルを別途

5 Creative Inspire 5.1 Digital 5600/5700のデ

6 ライン入力3（AUX入力）ジャック (ピンジャッ
ビデオデッキ、テレビ、及び CDプレーヤーな
す。

7 デジタルDIN出力ジャック
Creative Inspire 5.1 Digital 5600/5700のデコーダ
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明

図に戻
か、又
リック

音 /再生機器に接続します。

フォンのようなラインレベル

す。ミニプラグの場合は変換

バイス

ダーアンプに装備されていま
ーカーに付属）でブレイクア

続します。

に接続します。
表2　2-9ページの各部位の説

るにはここをクリックする
は、表の説明のいずれかをク
して下さい。

番号 説明

1 光デジタル入出力 （光角型）
光デジタル入出力コネクタを備えたデジタル録

2 ライン入力1／マイクジャック
シンセサイザー、又は、ダイナミックマイクロ
のアナログ機器を接続します。

3 ヘッドフォンジャック
標準プラグのステレオヘッドフォンに接続しま
コネクタを使用して下さい。

4 デジタルビデオカメラ、又は、IEEE1394互換デ

5 デジタルDINコネクタ
Creative Inspire 5.1 Digital 5600/5700のデコー
す。デジタルDIN/ミニプラグ変換コネクタ（スピ
ウトボックスのデジタルDIN出力ジャックに接

6 標準MIDI入出力コネクタ
シンセサイザーやキーボードなどのMIDI機器

7 同軸デジタル入出力を持つデバイス
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外部
への

6.1ch 
音声用

カーか
ビー入
ライン

ウーフ
出力さ

ステレ

× 2オ
極ミニ
ん）を
ブウー
には、
入力に
サブウ

リアセ
続して

ライン出力3（アナログ）
ライン出力2（アナログ）
ライン出力1（アナログ）

の接続

プラグ /
2オー
ルのス
ラグ側

映像 /音声用の4極
ミニプラグ /ピンプ
ラグ×3ケーブルの
4極ミニプラグ側

接続する場合はライン出力1、2、3に
プラグ /ピンプラグ×2オーディオ
要）を接続する必要があります。 6.1
する場合はセンター、サブウー
センターを出力するライン出力3に
極ミニプラグを接続する必要があり
スピーカー
接続

AVアンプ接続時には、映像 /
の 4 極ミニプラグ（他メー
ら別売されているムー
出力コード）を使用して、
出力 3からセンター、サブ
ァー、及びリアセンターを
せます。

オミニプラグ /ピンプラグ
ーディオケーブル、又は、4
プラグ（同梱されていませ
使用してセンター、及びサ
ファーの入力に接続する
白のピンプラグをセンター
、そして赤のピンプラグを
ーファー入力、映像 (黄 )を
ンター入力にそれぞれ接
下さい。

アナログ5.1/6.1チャンネル入力を装備した
AVアンプ、又は、スピーカーシステム

図2-8 AV機器とSound Blaster Audigy 2 Platinum eX

ステレオミニ
ピンプラグ×
ディオケーブ
テレオミニプ

5.1チャンネルを
標準ステレオミニ
ケーブル（3本必
チャンネルを接続
ファー、及びリア
映像 /音声用の4
ます。

ドルビーデジタル
デコーダー/アンプ

モノラルミニプラグ /
ピンプラグケーブル
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スピ
配置

正しい
賞をよ
面、スピ
い場合
ムでも
できま
スピー
ついて
http://
さい。 

ー構成の

FR

RS

スピーカーの表記

FL:左フロントスピーカー
CS:センタースピーカー
FR:右フロントスピーカー
RC:リアセンタースピーカー
RS:右リアスピーカー
LS:左リアスピーカー
SW:サブウーファー
ーカーの 6台のスピーカーを使用する場合リス

ナーを中心に正方形の四隅の位置に

配置し（図 2-9 に示すように）、スピー

カーがリスナーの方に向くようにし

ます。 

コンピューターのモニターがフロン

トスピーカーからリスナーへの音が

伝わる経路を妨げないようにします。

最も気に入った位置になるまでス

ピーカーの相対的な位置を調整しま

す。 サブウーファーも使う場合には、

最高の低音体感が得られるようにす

る為に部屋の角に置きます。 

スピーカーの配置は映画鑑
り素晴らしいものにする反
ーカーの配置が適切でな
は高性能オーディオシステ
良いサウンドを得ることが
せん。
カー配置のヒントの詳細に
は、

japan.creative.comをご覧下

図2-9  推奨される6スピーカ
スピーカー配置

SW

FL

LS

RC

CS

ユーザー

http://japan.creative.com


3 ウェアのインストール
ソフトウェアのインストール
この章ではSound Blaster Audigy 2 Platinum eXソフト
方法について説明します。
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ソフ

ドラ
リケ
イン

とアプリケーションをインストール

ンをインストールするには以下の手
対象の全てのWindowsオペレーティ
す )。

をインストールする場合にはインス

す。インストールメニューで［Sound
とを確認後、インストールを開始しま

本語版ソフトウェアの中には一部英
版ソフトウェアをインストールした
他言語版ソフトウェアのサポートは

る場合には管理者 (Windows 2000/XP
る必要があります。

m eXブレイクアウトボックスを取り
動的にサウンドカードとデバイスド

が表示されたら［キャンセル］ボタン

-ROMドライブに挿入します。
グラムが自動的に起動します。自動的

さい。詳細については B-1ページの
。

。

。

• イ
の

ン

イ

る

イ

ラ

ン

• 実
さ

の

異

トウェアのインストール

イバとアプ
ーションの
ストール

Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXを使用するにはデバイスドライバ
する必要があります。ドライバ、及びバンドルされたアプリケーショ
順に従って下さい。以下のおおまかなインストールの手順はサポート

ングシステムに基本的に共通します (一部手順の異なる場合がありま

インストールCDはマルチ言語版となっており日本語版ソフトウェア
トールメニューから［日本語 (Japanese)］を選択する必要がありま
Blaster Audigy 2］と［Creative MediaSource］にチェックがしてあるこ
す。インストールオプションは［フルインストール］を推奨します。日
語版プログラムが含まれています。尚、テクニカルサポートは日本語
場合のみをサポート対象とさせて頂きます (英語版プログラム、及び
いたしかねますのであらかじめご了承下さい )。

Windows 2000、及びWindows XPにソフトウェアをインストールす
Professional版ではAdministrator)としてコンピューターにログインす

1. Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXカード、及びAudigy 2 Platinu
付けたらコンピューターの電源を入れます。Windowsによって自
ライバが検出されます。

2. オーディオドライバのインストールを促すダイアログボックス
をクリックします。

3. Sound Blaster Audigy 2インストール /アプリケーションCDをCD
インストールCDはWindowsの自動実行に対応しているのでプロ
に起動しない場合には、CD-ROMの自動検出機能を有効にして下
「ソフトウェアのインストールに関する問題」 を参照して下さい

4. 画面に表示される指示にしたがってインストール作業を進めます

5. システムを再起動するように促されたらシステムを再起動します

ンストール時、Windows 98 SE
ユーザーはWindows 98 SEイ
ストールCDをCD-ROMドラ
ブに挿入するように促され

場合があります。指示に従い

ンストールCDをCD-ROMド
イブに挿入して、［OK］ボタ
をクリックして下さい。

際のインストール中に表示

れる画面表示は、お使いのOS
種類やバージョンによって

なる場合があります。
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ップのためドライバを再インストー
でにインストール済みのドライバ、
対象の全てのWindowsオペレー

を終了します。アンインストール

Cre
So
Au
使用

今やウェブベースの新たな
ます。

個別にファイルを探し出してダウ

toUpdateが代わりに行います。

ウェブサイトがご使用のコン

レーティングシステム (OS)、言語、

ドライバのアップデートだけを一

れシステムにインストールされま
タマイズされているのでサイズの

が小さく、ダウンロードに要する時

ムの検査に必要なブラウザコンポー

る場合があります。内容が Creative

ンをクリックして下さい。

eative製品が接続され、インストール

ご覧下さい。

プライ

AutoU
Labsが
Creati
れたり
ん。A
はシス

詳細の

目的の
ことは
問題の解決やコンフィギュレーションの変更、あるいはバージョンア
ルする場合には、再インストール作業を行う前に必ず下記の手順です
及びアプリケーションを完全に削除して下さい。この手順はサポート

ティングシステムに共通です。

削除を開始する前に全てのSound Blaster Audigy 2のアプリケーション
時に起動しているアプリケーションは削除されません。

ative 
ftware 
toUpdateの

ドライバのアップデートの検索、ダウンロード、そしてインストールは
Creative Software AutoUpdateによってより一層簡略化され高速化され

インストールされているCreativeアプリケーションそれぞれについて
ンロードしインストールすることなく、これらをCreative Software Au

インターネットを経由してCreative Software AutoUpdateに接続すると
ピューターシステムを分析しシステムにインストールされているオペ

及びモデルを判別します。

オンライン分析が終わると最も関連性の高いCreativeソフトウェアや
覧から選択することが出来ます。選択されたファイルは動的に検索さ
す。ファイルはご使用中のOS、言語、及びハードウェアに合わせてカス
大きな汎用ソフトウェアダウンロード多言語版ファイルに比べサイズ
間も短縮されます。

注意 :
❑ Creative Software AutoUpdateを初めて使用する場合には、システ

ネントのダウンロードを許可するよう促すプロンプトが表示され

Labs, Inc.によって署名されたものであることを確認し [はい]ボタ

❑ Creative Software AutoUpdateが起動しているコンピューターにCr

されていることを確認して下さい。

Creative Software AutoUpdateに関する詳細はwww.soundblaster.comを

バシー保護のためSoftware 
pdate処理の際にCreative 
個人情報を取得したり、

ve Labsに個人情報が送信さ
することは一切ありませ

utoUpdateの分析に必要なの
テム情報とCreative製品の
みです。Creativeがその他の
ためにこの情報を使用する
ありません。

www.soundblaster.com


ソフトウェアのインストール 3-3

ドラ
プリ
の削

は、次のようにして削除することが出

。 

す。 

ィ］ダイアログボックスが表示され、

アログボックスが表示されます。 

e)、又は、［変更 /削除］ (Windows 2000/

チェックボックスをクリックし［次

ます。 

ンストール/アプリケーションCDか

出来ます。

次のようにします。

。 

す。 

ティ］ダイアログボックスが表示さ

］ダイアログボックスが表示されま

、又は、［変更/削除］ (Windows 2000/XP)

プションで［フルアンインストール］

Wind
ロール
手順が
お使い

ルプを

この方

は削除
イバ、及びア
ケーション
除

Audigy 2デバイスドライバやアプリケーションに問題が生じた場合
来ます。 これを行うには次の手順を実行します。

1. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリックします

2. ［アプリケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックしま

3. Windows 98 SE/Meの場合は、［アプリケーションの追加とプロパテ
Windows 2000/XPの場合は、［アプリケーションの追加と削除］ダイ

4. Sound Blaster Audigy 2を選択して［追加 /削除］ (Windows 98 SE/M
XP)ボタンをクリックします。 

5. ［Install Shield Wizard］ダイアログボックスが表示されたら［削除］
へ］ボタンをクリックします。全てのアプリケーションが削除され

6. ［OK］ボタンをクリックします。 

7. ダイアログに従ってコンピューターを再起動します。再起動後、イ
ら再度インストールを行います。

この［Install Shield Wizard］では［削除］以外にも［変更］、及び［修正］も

詳細は［Install Shield Wizard］の画面上の説明をご覧下さい。

Creative MediaSourceのコンポーネントを選択して削除する場合には

1. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリックします

2. ［アプリケーションの追加と削除］アイコンをダブルクリックしま

3. Windows 98 SE/Meの場合は、［アプリケーションの追加とプロパ
れ、Windows 2000/XPの場合は、［アプリケーションの追加と削除
す。

4. Creative MediaSourceを選択して［追加/削除］ (Windows 98 SE/Me)
ボタンをクリックします。 

5. ［コンポーネントの削除］ダイアログボックスが表示されます。オ
と［カスタムアンインストール］のいずれかを選択出来ます。

owsの種類によって［コント
パネル］を表示させる操作
異なります。操作の詳細は、
のWindowsのオンラインヘ
ご覧下さい。

法では Creative MediaSource
出来ません。
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ーネントをそれぞれ個別に選択出来

クし選択します。 

されます。 

Win
(Se
のア

SPDIF出力 (waveOutを利用した非
クリックしてMicrosoftのWindows 
ドして下さい。

Win
のア

デジ
プデ
トー

る場合にはデジタルビデオ用の最新

プデートする必要がありません )。

ALのサポートと改善されたデバイス
indows 2000に対応しています。又、
をインストールするには次のWeb

t.asp
6. ［カスタムアンインストール］ではアンインストールするコンポ
ます。削除したいアプリケーションのチェックボックスをクリッ

7. ［次へ］ボタンをクリックするとただちにアンインストールが実行

8. ダイアログに従ってコンピューターを再起動します。

dows 2000 
rvice Pack 3)
ップデート

Windows 2000 Service Pack 3ではソフトウェアDVD再生用にAC-3 
PCM)のサポートが強化されています。次のWebサイトのアドレスを
2000 Webサイトに移動し、Windows 2000 Service Pack 3をダウンロー

http://www.asia.microsoft.com/japan/windows/default.asp

dows 98 SE
ップデート

タルビデオアッ
ートのインス
ル

DirectX8.0、又は、8.0aのランタイムライブラリーをインストールしてい
のアップデートをインストールして下さい (DirectX 8.1ユーザーはアッ

このアップデートには1394デジタルビデオ機器ユーザーに対するP
サポートが含まれています。このアップデートはWindows 98 SEとW
Windows Me OSにもマイナーな改善が施されます。このアップデート
サイトに移動して下さい。

http://www.asia.microsoft.com/japan/windows/directx/downloads/defaul

http://www.asia.microsoft.com/japan/windows/default.asp
http://www.asia.microsoft.com/japan/windows/directx/downloads/default.asp
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139
補助

イスが切断される前にデバイスを安

外しに関連する部分について1394ド

ウンロード出来ます。1394ストレー

合、ストレージデバイスを破損させる

するばかりでなく約300%という大幅

ommended/1394/
4ストレージの
機能

Safe Removalユーティリティはプラグアンドプレイストレージデバ

全に停止させることが出来ます。又、周辺デバイスの予期しない取り

ライバを更新します。このユーティリティは以下のWebサイトからダ

ジデバイスを無効にしてすぐにコンピューターとの接続を外した場

危険性があります。

このストレージデバイスドライバを利用することで周辺機器を保護

な性能の向上も期待出来ます。

http://www.asia.microsoft.com/japan/win98/downloads/contents/WURec

http://www.asia.microsoft.com/japan/win98/downloads/contents/WURecommended/1394/


4 かす方法について
Audigy 2ソフトウェアの使用
付属のソフトウェアを使用してカードの機能を実際に活
説明します。
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Au

Cre
Bla
アプ

に設計されています。Sound Blaster
、これらのアプリケーションに慣れ親

Soun
eXに
はこ
異な
Soun
eXに
プリ
るこ
digy 2ソフトウェアの使用

ative Sound 
ster Audigy 2
リケーション

以下のソフトウェアはサウンドカードの機能を使用出来るよう

Audigy 2 Platinum eXの豊富な機能を余すところなく活用するため
しんでおくことをお勧めします。

デモ：Sound Blaster Audigy 2の機能概要の紹介
❑ Creative Sound Blaster Audigy 2 Getting Startedデモ (英語版 )

❑ Creative Sound Blaster Audigy 2 Feature Showcaseデモ (英語版 )

Sound Blaster Audigy 2 ソフトウェアの紹介
❑ Creative MediaSource Go!

❑ Creative MediaSource Go! Launcher

❑ Creative MediaSourceプレイヤー

❑ Creative MediaSourceオーガナイザー

❑ Creative MediaSource DVD-Audioプレイヤー

❑ Creative EAXコンソール

❑ Creative Surround Mixer

❑ スピーカー設定

❑ Creativeスピーカーキャリブレータ

❑ Creative MiniDisc Center

❑ Creative SoundFontバンクマネージャ

❑ Creative Wave Studio

機能テスト、及びトラブルシューティングユーティリティ
❑ Creative Diagnostics

d Blaster Audigy 2 Platinum
含まれるアプリケーション

こで説明されているものと
る場合があります。又、

d Blaster Audigy 2 Platinum
はサードパーティー製のア

ケーションも付属されてい
とがあります。
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デモ め、3つのデモパッケージが用意され
なくとも 1回はこれらのデモをご覧

Sou
Aud
Sta

です。Sound Blaster Audigy 2 Getting

ービー鑑賞、スピーカーの接続、そし

ンタラクティブで情報の豊富ないく

Sou
Aud
Sho

ードの優れたゲーム機能、ミュージッ

験して下さい。

について学び、DVD-Audioのクリッ

ールドを歩きながら複雑なマルチエ

モを実行してエンバイロメントパニ

フィングといった EAX ADVANCED

をオンにした場合とオフにした場合

験のためにEAX ADVANCED HDテ

リアセンタースピーカー)が追加され

2チャンネルしかないシステムよりも

付属のデモCDを使用してインス
latinum eXカードのハードウェアの
inum eXカードがインストールされ
Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXハードウェアの機能を紹介するた
ています。お買い上げいただいたカードの機能の概要を知るために少

いただくことをお勧めします。

nd Blaster 
igy 2 Getting 

rtedデモ

このデモはSound Blaster Audigy 2 Platinum eXについて学ぶのに最適

Startedデモはデジタルミュージック、及びデジタルゲームの体験、ム

てタスクの実行という Sound Blaster Audigy 2の特徴を際立たせるイ

つかのデモで構成されています。

nd Blaster 
igy 2 Feature 
wcaseデモ

Sound Blaster Audidy 2 Feature Showcaseデモを使用してサウンドカ

ク再生機能、そしてホームスタジオ機能を体感して下さい。

Sound Blaster Audidy 2のエキサイティングな以下の新機能をぜひ体

❑ DVD-Audioの再生 ─ この新たなHi-Fiミュージックフォーマット

プを再生して違いを体験して下さい。

❑ EAX ADVANCED HDテクノロジー ─ 魅惑的な3Dバーチャルワ

ンバイロメントオーディオエフェクツを体験して下さい。このデ

ング、エンバイロメントリフレクション、エンバイロメントモー

HDのテクノロジーを体験してみて下さい。EAX ADVANCED HD

とでシーンを比べてみれば、ゲーム開発者の多くが最高のゲーム体

クノロジーを使用している理由が理解出来ることでしょう。

❑ ドルビーデジタルサラウンドEXのサポート ─ リアチャンネル(

た THXオーディオデモを聴いてみて下さい。リアチャンネルが

一段と充実したリアルなサラウンドサウンドが生成されます。

注意 : Sound Blaster Audigy 2 Feature Showcaseデモはパッケージに
トールすることが出来ます。デモは Sound Blaster Audigy 2 P
機能を利用するので、このデモは Sound Blaster Audigy 2 Plat
ていなければ起動しません。
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So
Au
ウェ

余すところなく活用出来るようにす

。

Cre
Med

けでなく、他のSound Blaster Audigy

ve MediaSource Go! Launcherが起動し

小さなバー状のUIを持っています。

ediaSource Go! Launcher には、Sound

ィやアプリケーションを起動するア

rce Go!のオンラインヘルプを参照し

Cre
Med
Lau

］ボタンのようにSound Blaster Audigy
要なソフトウェアのほとんどにアク

ティング］、［プロダクトサポート］、

ン (Creative MediaSourceプレイヤー、

られています。

tinum eXの設定を変更する (Creative

d Mixer、EAXコンソール、リモートコ
und Blaster 
digy 2 ソフト
アの紹介

ここでは多才かつ強力なSound Blaster Audigy 2 Platinum eXの機能を
るSound Blaster Audigy 2の主なソフトウェアについてご案内します

ative 
iaSource Go!

Creative MediaSource Go!はCreative MediaSourceのコンポーネントだ

2のアプリケーションも簡単に実行出来る便利なラウンチャーです。

スタートメニューからCreative MediaSource Go!を選択するとCreati

ます。Creative MediaSource Go!はデスクトップ上を自由に移動可能な

バーの［Go!］ボタンをクリックすると展開されます。 Creative M

Blaster Audigy 2 Platinum eXをコントロールするためのユーティリテ

イコンが含まれます。 

Creative MediaSource Go!の使い方に関する詳細はCreative MediaSou
て下さい。

ative 
iaSource Go! 
ncher

Creative MediaSource Go! LauncherはちょうどWondowsの［スタート
2 Platinum eXをコントロールしたり、カスタマイズしたりするのに必
セス出来る場所を提供します。

Creative MediaSource Go! Launcherは［プログラム］、［プロダクトセッ
及び［コンパニオンプロダクト］の4つのタブで構成されています。 

❑ ［プログラム］タブには Sound Blaster Audigy 2のアプリケーショ

Creative MiniDisc Center、Wave Studio)へのショートカットが収め

❑ ［プロダクトセッティング］タブには Sound Blaster Audigy 2 Pla

Splash Screen、SoundFont Bank Manager、スピーカー設定、Surroun

ントロール有効 )へのショートカットが収められています。



Audigy 2ソフトウェアの使用 4-4

ics)、製品アップデート情報、製品登録

スコントロールが含まれています。

ョンに関する情報を見ることが出来

があります。

rce Go!のオンラインヘルプを参照し

Cre
Med
プレ

エンターテイメントに必要なプレー

ve MediaSource プレイヤーは、Sound
設計されています。

マルチメディアファイルの再生

生強化

度に変更 (タイムスケーリング )

ベルで曲のリストを再生するスマー

ーの切り換えが可能

ィング機能を使用してオーディオの

再生
能な
ルレ

サウンドカードで処理された全ての

生と同時に録音が実行可能なマルチ

グスピーカー出力からオーディオを

がありません。 この方法でサラウン

トで音響効果を加えたりアップミッ

rceプレイヤーの使い方に関する詳細

著作

ディ
音機
❑ ［プロダクトサポート］には診断ソフトウェア (Creative Diagnost

フォーム (Product Registration)、デモ版ソフトウェアそしてデバイ

❑ ［コンパニオンプロダクト］では他の Creative製品やアプリケーシ

ます。この場合インターネットへの接続が可能な状態である必要

Creative MediaSource Go!の使い方に関する詳細はCreative MediaSou

て下さい。

ative 
iaSource 
イヤー

Creative MediaSourceプレイヤーはミュージックやマルチメディア
ヤーソフトウェアです。他のメディアプレーヤーと異なり Creati
Blaster Audigy 2 Platinum eXハードウェアのパワーを引き出すように

❑ MP3、WAV、WMA、NVF、MLP、VideoCDなどのミュージック、及び

❑ EAXを使用したサラウンドエフェクツによるミュージックの再

❑ ピッチに影響を及ぼすことなくオーディオの再生をさまざまな速

❑ 異なるラウドネスレベルで録音されている場合でも、ほぼ同じレ

トボリュームマネージメント

❑ 1回のクリックで簡単にプレーヤービューとオーガナイザービュ

❑ バンドルされている Creative MediaSourceプレイヤーのレコーデ

録音が可能（以下をご覧下さい）

と同時に実行可
マルチチャンネ
コーディング

Creative MediaSourceプレイヤーのレコーディング機能を使用すると

オーディオソースから最高 24ビット /96 kHzでの録音が可能です。再

チャンネルレコーディングモードではカードの6.1チャンネルアナロ

直接取得出来るため、ライン出力コネクタにケーブルを接続する必要

ドサウンドの映画やゲームプレイの音声、及びCMSSやEAXエフェク

クスしたオーディオコンテンツも録音可能です。 Creative MediaSou

はオンラインヘルプを参照して下さい。

権の規制に基づきDVDオー
オコンテンツの再生中は録
能が無効となります。
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Cre
Med
オー

は悩みの種となることがあります。

や外付け記憶装置など、どの場所に保

オーガナイザーで行うことが可能な

の［設定］を選択し、該当するタスクの

曲の PCミュージックライブラリ」、又は、
。PCMLがあればこれを分類して曲を
、アルバムという3つの検索フィール

することが可能です。又、ID3タグに
りすることも出来ます。

ミュ
ベー
に保

削除されたりするのでPCMLは最新
無についてハードディスク上の指定

曲の ーズ (NOMAD 2以降のモデル )との

マル
テン

るようにします。種類の異なるメディ

。

AD JukeboxやCreative NOMAD MP3
。ユーザーが操作しなくても認識と同
ative 
iaSource 
ガナイザー

膨大な数のオーディオ CDやMP3ファイルのコレクションの管理

Creative MediaSourceオーガナイザーを使用すればハードディスク

存されていようともデータを簡単に探し出すことが出来ます。以下は

作業のリストです。それぞれの作業の詳細設定は［ツール］メニュー

タブで行うことができます。

検索と整理 Creative MediaSourceオーガナイザーはハードディスクを検索して「
PCMLと呼ばれる使用可能な曲のデータベースをコンパイルします
検索することが出来ます。 精巧なエンジンとアーティスト、ジャンル
ドにより検索は高速に行われます。

曲が見つかれば再生リストを作成してお好みの順番で自動的に再生

より各MP3レコーディングについての情報を入力したり、編集した

ージックデータ
スを最新の状態
持

曲はコンピューターやその他の記憶装置に追加されたり、それらから

の状態に保つ必要があります。Media Snifferは、ファイルの変更の有
のフォルダを監視しそれに応じてPCMLを更新します。

転送 Creative MediaSourceオーガナイザーを使用してCreative NOMADシリ
間でミュージックファイルを転送することが出来ます。

チメディアコン
ツの自動再生

Detectorはユーザーが簡単にマルチメディアコンテンツを使用出来

アを再生するために別のソフトウェアを捜し回る必要はありません

DetectorはCD、及びビデオCDがセットされたことやCreative NOM
プレーヤーなどの外部機器が接続されたことを自動的に認識します
時にメディアコンテンツの再生が自動的に開始されます。
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曲の スが無駄になる可能性があります。

スクスペースを使用することがあり

ため、サイズの小さい4～5 MBのMP3

イザーに用意されている「オーディオ

クを抽出しMP3なら最大 320 kbps、

トに変換出来ます。

なくても済むようにCDDBと呼ばれ

ク名やその他の役立つトラック情報

記録
アへ
の保

ューターのハードディスクの容量を

ィオトラックを記録するという方法

ュールによりWAV やMP3、そして

ことが出来ます。又、この「Burn CD」

のメモを手軽にデザインして作成し、

tive MediaSourceオーガナイザーのオ

Cre
Med
DVD
プレ

ことが出来ます。24ビット /96 kHzの

ステレオ再生を楽しむことが可能で

CPUを推奨します。 Windows 98 SE、

s XP SP1では256 MB以上のメインメ

ブが必要です。オペレーションシステ

mを参照して下さい。
抽出と変換 コンピューターに数百もの曲を保存するとハードディスクのスペー

WAVファイルやオーディオCDのトラックは曲あたり 50 MBのディ

ます。オーディオCDのトラックはハードディスクの使用量を減らす

ファイルに変換することが出来ます。Creative MediaSourceオーガナ

CD/リッピング」モジュールを使用するとオーディオ CDからトラッ

WMAなら最大 160 kbpsというビットレートでこれらのフォーマッ

オーディオCDからリッピングしたトラックの情報を手作業で入力し

る機能でコンピューターをインターネットに接続し、自動的にトラッ

をユーザーに代わって取得するようにすることが可能です。

可能なCDメディ
のミュージック
存

CD-R/RWドライブがあればミュージックの保存に使用されるコンピ

減らすため、多くの家庭用CDプレーヤーで再生可能なCD-Rにオーデ

も可能です。Creative MediaSource オーガナイザーの「Burn CD」モジ

WMAファイルから自分だけのオーディオCDやMP3 CDを製作する

機能により製作したオーディオCDに合ったCDジャケットや曲名等

印刷することも可能です。

Creative MediaSourceオーガナイザーの使い方に関する詳細は、Crea

ンラインヘルプを参照して下さい。

ative 
iaSource 
-Audio
イヤー

このアプリケーションを使用するとDVD-Audioディスクを再生する

マルチチャンネルサラウンドミュージックや最大24ビット/192 kHzの

す。Pentium 1 GHz以上、又は、同等の性能を持つPentium 100%互換の

及びWindow Meでは128 MB以上、Windows 2000 SP3、又は、Window

モリーが必要です。 又、速度が 6倍以上の第 2世代DVD-ROMドライ

ム特有のサポートに関する最新情報についてはhttp://japan.creative.co

http://japan.creative.com
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Cre
コン

が可能となります。

ません。イメージが浮かびそれが本当

ジック、その他の用途においてリアル

ューター業界で初めてのシステムで

品質を上回るほどの能力を獲得しま

常に多彩なイマジネーションの中で、

屋の大きさや音響特性、リバーブ、エ

をモデル化することに成功していま

してタイムスケーリングという4つ

エフ
てサウンドの低域、中域、又は、高域の

ったさまざまなプリセットを選択し

リズムによってサウンドを修正し、男

ーク」に変えたりすることが出来ま

す。

てコーラスエフェクツを加えること

など典型的な音響空間をシミュレー

により独特のエコーや反響が加えら

ール内で演奏されているかのように

用するエフェクツの程度などを変え
ative EAX
ソール

Creative EAXコンソールによりAudigy 2エフェクツエンジンの設定

まるでその場に居合わせたかのようなサウンドに驚かれるかもしれ

に目前に広がっているように感じられるでしょう。ゲームやミュー

なサウンドとインタラクティブなオーディオ体験を再現するコンピ

す。この EAXエフェクツによってコンピューターがホームシアター

す。このようなシステムから発せられるサウンドに夢中になると非

目の前に実物が浮かび上がります。EAXオーディオエフェクツは部

コー、その他の多様なエフェクツを考慮することで実世界の音響空間

す。

Creative EAXコンソールはエフェクト、CMSS 3D、クリーンアップ、そ

のセクションで構成されています。

ェクト ［エフェクト］ではサウンドを強化する方法を選ぶことが出来ます。 

❑ アドバンスドEQを使用すると個々の好みや機器の特性に合わせ

周波数帯を強くしたり弱くしたり出来ます。ジャズやロックとい

てお好みのオーディオ特性に合わせて下さい。

❑ スペシャルFXを使用するとあらかじめプログラムされたアルゴ

性の声を女性の声に変えたり、人間のスピーチを「シマリスのト

す。特にインターネット上で通信するときなどに大いに楽しめま

❑ スタジオはギターにディストーション、ワウワウ、ディレイ、そし

が出来ます。

❑ エンバイロメントはアリーナ、コンサートホール、ジャズクラブ

トします。「コンサートホール」などのエフェクツを選択すること

れ、どのようなミュージックのサウンドでもまるでコンサートホ

変えることが可能です。設定の変更によりエフェクツの種類や適

ることが出来ます。
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ンサートホールやジャズクラブに変

ーカーが多いほど効果が増します。

されます。

CM
サラ
のシ

スピーカーでも2チャンネルのサウ

は、アナログ 6.1マルチチャンネルス

サラウンドサウンドをシミュレート

れるタイトルを鑑賞する際に便利で

ネルのミュージックを強化するには

ンネルはスピーカー側で処理され

クリ
ノイ

リアルタイムのサウンドを処理して

とが可能です。例えば古いレコード盤

ン」という音をこのクリーンアップ機

ップ機能が始動するとクリックメー

タイ
再生

クに合わせて演奏したりする際、曲の

しかし速度を変えると普通、曲のピッ

ound Blaster Audigy 2のユーザーは曲

オンラインヘルプを参照して下さい。
コンピューターにリアスピーカーを接続すれば、EAXで部屋がコ

身したような錯覚を起こすことでしょう。EAXは接続するスピ

EAXでは最大6台のスピーカーとサブウーファー1台がサポート

SS 3D：
ウンドサウンド
ミュレート

CMSS (Creative MultiSpeaker Surround) 3Dを使用すると、たった2台の

ンド (ステレオ )がサラウンドのように聞こえます。アナログ 5.1、又

ピーカーシステムのユーザーであれば CMSSで通常のステレオから

することも可能です。これはステレオのサウンドトラックのみが含ま

す。

4/4.1、5.1、又は、6.1チャンネルスピーカーシステムでマルチチャン

CMSSを、そしてDVDムービーにはCMSS2を選択して下さい。

注意 : 4/4.1チャンネルスピーカーシステムではサブウーファーチャ
ます。

ーンアップ：
ズと歪みの低減

クリーンアップによりレコーディング済みのオーディオの再生時や

ノイズ、クリック音、そして人為的なその他の不要な音を低減するこ

のミュージックをレコーディングする際に「カチッ」という音や「ポ

能で低減することが出来ます。レコーディング時にノイズクリーンア

ターがそれを示すとともに処理クリック音の数を表示します。

ムスケーリング：
速度の変更

カラオケファンやミュージシャンなら歌詞を調べたり、ミュージッ

再生速度を遅く (あるいは速く )したいと思うことがあるでしょう。

チまで変わってしまいます。タイムスケーリング機能を使用するとS

のピッチを保ちつつ、再生速度を変えることが出来ます。

EAXコンソールの使い方に関する詳細はCreative EAXコンソールの
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Cre
Mix

ことが出来ます。Surround Mixerには

ックすることで各モードを切り替え

のサウンドのミキシング

ードのコントロール

Mixerのオンラインヘルプを参照して

スピ ［バスマネジメント］の 2つのモード

トロールによるバス出力の管理

Cre
キャ

のとし、より優れたサラウンドサウン

めるのに役立ちます。
ative Surround 
er

Creative Surround Mixerを使用して再生 /録音したい機器を選択する

2つのモードがあります。［ベーシック］、又は、［アドバンスド］をクリ

ます。

［ベーシック］モードでは以下の操作を実行出来ます。

❑ 再生、又は、録音時におけるさまざまなオーディオ入力ソースから

❑ ボリューム、バスとトレブルのレベルのコントロール

［アドバンスド］では以下の操作を実行出来ます。

❑ センター、及びサブウーファーのボリュームコントロール

❑ スピーカー(取り付けられている場合 )の相対的なバランス /フェ

Creative Surround Mixerの使い方に関する詳細は、Creative Surround 

下さい。

ーカー設定 スピーカーのセッティングを行います。［スピーカーセレクション］と

があります。

❑ 使用するスピーカーの台数、及び構成の指定

❑ スピーカーのテスト

❑ デジタル出力の有効 /無効の切り替え

❑ サブウーファーのクロスオーバー周波数、及びボリュームのコン

ativeスピーカー
リブレータ

Creativeスピーカーキャリブレータはスピーカーの設定を最適なも
ドやゲームのサウンドエフェクツが生成されるように設置位置を決
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Cre
Cen

MiniDisc (MD)レコーダー等のデジ

入

enterのオンラインヘルプを参照して

Cre
Sou
バン

tバンクを簡単に切り替えて演奏する
をすばやく試聴したり、MIDI機器を
ndFontバンクを作成 /修正 /保存した
ネージャはMIDIの 10チャンネルで

試聴したり、MIDI機器で生成された

れています。SoundFontバンクのプリ

能なVienna SoundFont Studioを使用

器を使用することが出来ます。まず、

ンクマネージャでその機器を選択し

ザインの可能性の大きさにきっと驚

tive SoundFontバンクマネージャのオ
ative MiniDisc 
ter

Creative MiniDisc CenterはDAT (デジタルオーディオテープ )機器や
タルレコーダーに録音するためのソフトウェアです。

MiniDisc Centerにより次のことが出来ます。

❑ トラック間にプリセットした長さの無音のスペースを自動的に挿

❑ MDレコーダーでの録音

Creative MiniDisc Centerの使い方に関する詳細はCreative MiniDisc C

下さい。

ative 
ndFont
クマネージャ

Creative SoundFontバンクマネージャを使用すると複数の SoundFon
ことが出来ます。このモジュールはユーザーがさまざまなプリセット

リセットしたり、コンピューターのメインメモリーにロードしたSou
り出来るように最適化されています。又、Creative SoundFontバンクマ
ドラムキットの切り替えも行います。

コンピューターのキーボードやマウスを使用してSoundFontバンクを

楽譜を演奏したりするユーザーのために仮想キーボードが用意さ

セットを編集するにはhttp://www.Soundfont.comからダウンロード可

して下さい。

MIDIバンクやインストゥルメントの試聴には外付けのMIDI入力機

MIDI入力機器をサウンドカードに接続し、次にCreative SoundFontバ

て下さい。SoundFontテクノロジーのパワーを知ればそのサウンドデ

かれることでしょう。

Creative SoundFontバンクマネージャの使い方に関する詳細は、Crea

ンラインヘルプを参照して下さい。
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Cre
Stu

して下さい。このアプリケーションは

イルフォーマットを変換したり、サウ

ードインやフェードアウトなどのエ

つのファイルにまとめることも可能

のオンラインヘルプを参照して下さ

機能
ユー

Cre
Dia

ドウェアやソフトウェアの診断を行

。Creative Diagnosticsの使い方に関す
。

ative Wave 
dio

サウンドファイルの編集が必要なときはCreative Wave Studioを使用

WAVやMP3フォーマットをサポートします。Wave Studioならファ

ンドのあらゆるセクションを編集したりすることが出来ます。フェ

フェクツもお手のものです。又、Wave Studioを使用して複数の曲を 1

です。

Creative Wave Studioの使い方に関する詳細は、Creative Wave Studio

い。

テスト
ティリティ

ative 
gnostics

Creative DiagnosticsはSound Blaster Audigy 2カードのオーディオハー
うテストプログラムです。又、初期状態の設定に戻すことも出来ます

る詳細は、Creative Diagnosticsのオンラインヘルプを参照して下さい



A 様を示します。
仕様
ここではSound Blaster Audigy 2 Platinum eXの仕



仕様 A-1

仕様

。

特徴

PCI
マス シーが解消されシステムの動作が高

Aud クツ処理

ジタル処理

間

ー

れるSoundFontバンク

さま
オ機

ログソースをAC 97 Codecによって

ルを再生

キシング

アナログ 5.1スピーカーに出力

変換してステレオ出力
ここではSound Blaster Audigy 2 Platinum eXの仕様を示します

バス
タリング

❑ PCIバージョン 2.1互換

❑ バスマスター方式によりオーディオストリーミングのレイテン

速化

igyプロセッサ ❑ ハードウェアアクセラレーションにより向上したデジタルエフェ

❑ 192 dBのダイナミックレンジ（理論値）を維持した 32ビットのデ

❑ 最高品質のオーディオ再生を実現する特許を受けた8ポイント補

❑ ハードウェアによる64ボイスのウェーブテーブルシンセサイザ

❑ プロ品質のデジタルミキシング、及びイコライザー処理

❑ 使用可能な空いているメインメモリーの容量に応じて割り当てら

ざまなオーディ
能

❑ CDオーディオ、ライン入力、Aux、及びマイクロフォンなどのアナ

内部デジタルソースとミキシング

❑ それぞれ任意のサンプリングレートで64のオーディオチャンネ

❑ Audigy 2 Digital Mixer内の全デジタルソースに対する 32ビットミ

❑ アナログ入力を96 kHz/24ビットでアナログデジタル変換

❑ デジタルソースを96 kHz/24ビットでデジタルアナログ変換して

❑ ステレオデジタルソースを192 kHz/24ビットでデジタルアナログ



仕様 A-2

.1、48、及び96 kHzのレコーディング

プロ
オー ら選択可能 )

護されたデジタルオーディオコンテ

ェアによる切り替え

グ

柔軟
コン

e/DirectSound デバイス、MIDI デバイ

アコントロール (再生時 )

のミックス )、マイクロフォン、Wave/

ライン入力 2、ライン入力 3、マイクロ

ントロール

ィオソースのミキシング

THX 合

技術による認証を受け、映画館のよう
❑ 16/24ビット、サンプリングレート、8、11.025、16、22.05、24、32、44

（最大24ビット /96 kHzのASIO 2.0をサポート）

仕様のデジタル
ディオ処理

❑ 最大24ビット /96 kHzの入力信号をサポート

❑ デジタル出力 (サンプリングレートは 44.1 kHz、48 kHz、96 kHzか

注意 : Microsoft DRM (Digital Right Management)技術で作成、保
ンツには対応しません。

❑ 5.1 chデジタル出力 (デジタルDIN接続時 )が可能

❑ ケーブル接続の手間を省くSPDIF入出力 (バイパス )のソフトウ

❑ ASIO 2.0対応による低レイテンシーマルチトラックレコーディン

なMixer
トロール

❑ CD デジタルオーディオ、ライン入力、Aux、マイクロフォン、Wav

ス、ライン入力 2、マイクロフォン 2、及びSPDIF Inのソフトウェ

❑ アナログミックス (CD デジタルオーディオ、ライン入力、Aux

DirectSoundデバイス、MIDIデバイス、CDデジタルオーディオ、

フォン 2、Aux 2、及びSPDIF Inのソフトウェアレコーディングコ

❑ 録音時に使用する入力ソースの切り替え、及びさまざまなオーデ

❑ 調整可能なマスタボリュームコントロール

❑ バスとトレブルを個別にコントロール

❑ フロントとリアのバランスをコントロール

❑ ミュート /パンコントロール

認証 ❑ 現行では最も厳しく厳密なオーディオ品質、及び性能テストに適

❑ 名高いTHXのオーディオ・ビジュアルシステムの知識、及び専門

な最高のメディア体験を提供



仕様 A-3

ドル
（AC
ビー
デコ

音再生を強化

ユニットに合わせて低音レベルを調

Cre
Spe
(CM

SB1

でサポート

接続

Sou
Aud
eXカ

オー 出力× 2 （ライン出力 1、及びライン
ビーデジタル
-3）、及びドル
デジタルEX
ーディング

❑ ドルビーデジタルEXのソフトウェアデコード

❑ ドルビーデジタル (AC-3)/DTSのパススルー

❑ Bass Redirection：小さなスピーカーを使用したシステムでの重低

❑ クロスオーバーバス周波数(10～200 Hz)で個別のサブウーファー

整可能

❑ 調整可能なセンター、及びサブウーファーのレベルコントロール

ative Multi 
aker Surround 
SS)

❑ マルチスピーカーテクノロジー

❑ モノラル、又は、ステレオ音源を6.1チャンネルにアップミックス

❑ プロ品質のパンニング、及びミキシングアルゴリズム

394 ❑ IEEE1394a仕様に準拠

❑ 100、200、及び400 Mbpsのデータ伝送レートをサポート

❑ IEEE1394互換のデバイスをデイジーチェーン構成で最大63個ま

❑ IEEE1394互換デバイスに最大3ワットの電源を供給

性

nd Blaster 
igy 2 Platinum 
ード

ディオ出力 ❑ リアブラケット上のステレオミニジャックによるアナログライン

出力2）

❑ ライン出力1でステレオヘッドフォンをサポート（32オーム）



仕様 A-4

トセンター、リアセンター、及びサブ

イン ボックスへの接続用 )

Sou
Aud
アウ

フロ
共用入力。

択が可能

5度以内）

6ピン
の最

ハー

ブな
スは
ない
出来
❑ リアブラケット上の4極ミニジャックによるライン出力3（フロン

ウーファー）

タフェイス ❑ AD_LINK 1、及びAD_LINK 2コネクタ (Audigy 2ブレイクアウト

❑ ジョイスティック /MIDIブラケットの接続用コネクタ

nd Blaster 
igy 2ブレイク
トボックス

ントパネル ❑ 標準ステレオジャックのヘッドフォン出力

❑ 標準ステレオジャックのアナログライン入力1/マイクロフォンの

ゲイン (又は、レベル )コントロール付きのスイッチによる入力選

❑ 標準ステレオジャックのライン入力 2

❑ 光デジタル入出力（光角型コネクタ）

❑ IEEE 1394デバイス接続用のSB1394コネクタ

❑ リモコンの赤外線受光部（伝送範囲4メートル以内、中心線から1

SB1394ポート (コネクタ )
大出力は 3Wです。IEEE1394
ドディスクやCD-RWドライ
ど電力消費の大きいデバイ
、デバイス自身で電源を持た
場合には、このポートに接続
ない場合があります。



仕様 A-5

リア びAD_LINK 2コネクタ
パネル ❑ Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXカード接続用AD_LINK 1、及

❑ 標準MIDI入出力コネクタ

❑ IEEE1394互換機器接続用のSB1394コネクタ

❑ デジタルDIN出力ジャック

❑ ライン入力3（ピンジャック）

❑ 同軸デジタル入出力ジャック（ピンジャック）



B AQ
能性のある問題の
トラブルシューティングとF
ここではインストール時、又は、使用時に発生する可
解決方法を説明します。



トラブルシューティングとFAQ B-1

トラ

ソフ
イン
関す

D-ROMドライブに挿入しても、自動

E、Windows Meのみ )
。

ます。

ジャ］タブをクリックし、CD-ROMド

動挿入］チェックボックスが選択さ

Wind
仕様
が有
入］チ
れま
ブルシューティングとFAQ

トウェアの
ストールに
る問題

Sound Blaster Audigy 2インストール /アプリケーションCDをC
的にインストールプログラムが起動しない。

Windowsの自動再生機能が有効になっていない可能性があります。

自動挿入機能を使用して自動再生を有効にするには (Windows 98 S
1. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリックします

2. ［コントロールパネル］の［システム］アイコンをダブルクリックし

3. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスの［デバイスマネー
ライブを選択します。

4. ［プロパティ］ボタンをクリックします。

5. ［プロパティ］ダイアログボックスの［設定］タブをクリックし［自
れていることを確認します。

6. ［OK］ボタンをクリックしてダイアログボックスを終了します。

ows 2000、及びXPは、OSの
上デフォルトで［自動再生］
効になっている為、［自動挿
ェックボックスは表示さ
せん。



トラブルシューティングとFAQ B-2

サウ
る問

又は、エフェクトが生じた。

効、又は、適切なプリセットを選択し

ー/ヘッドフォンセレクション］ボッ

グソースに「再生リダイレクト」が選

X/PC)という1つの録音コントロール
ンドに関す
題

オーディオファイルが再生されたとき、予期しない過剰なサウンド、

不適切なプリセットが選択されている可能性があります。

適切なプリセットに切り換えるには

1. EAXコンソールから［エフェクト］タブをクリックします。

2. ［オーディオエフェクト有効］チェックボックスをクリックし無
ます。

ヘッドフォンから音が出ない。

以下を確認して下さい。

❑ ヘッドフォンがライン出力1ジャックに接続されていること。

❑ ［Speaker Settings］の［スピーカーセレクション］タブで［スピーカ

クスに［ヘッドフォン］が選択されていること。

❑ ［Creative Surround Mixer］の［ベーシック］モードでレコーディン

択されていること。

個別のアナログ録音ソースがSurround Mixerに表示されない。

以下に示すアナログ録音ソースがアナログミックス (ライン /CD/AU

にまとめられています。

❑ ラインイン

❑ CD Audio

❑ Auxiliary

❑ PCスピーカー
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クス (ライン /CD/AUX/PC)であるこ

ースがSurround Mixerに表示されな

録音ソースがアナログミックス(ライ

の上に赤いバツ印しを付け録音した

ドのライン出力に接続されているこ

す。 

上にある赤いプラス記号をクリック

どうか確認します。このチェックボッ

ているので音を聞くにはデジタルス

オンラインヘルプの［デジタルアウト
Surround Mixerで個別のアナログ録音ソースを選択出来ない。

Surround Mixerの録音パネルで選択された録音ソースがアナログミッ

とを確認します。詳細についてはB-2ページの「個別のアナログ録音ソ

い。」を参照して下さい。

個別のアナログソースを録音するには

❑ Surround Mixerの［ベーシック］モードの録音パネルで選択された

ン /CD/AUX/PC)であることを確認します。

❑ ［ソース］パネルで［スピーカー］ボタンをクリックし、そのボタン

くないアナログソースをミュートします。

スピーカーから音が出ない。

以下を確認して下さい。

❑ まず最初にスピーカーがSound Blaster Audigy 2 Platinum eXカー

とを確認します。 

❑ 次に正しいソースをSurround Mixerの［ソース］パネルで確かめま

❑ それでもまだ音が聞こえない場合は、ボリュームコントロールの

し［デジタルアウトのみ］チェックボックスが選択されているか

クスが選択されている場合は、デジタルアウトのみの設定になっ

ピーカーを接続しなければなりません。詳しくはSurround Mixer

のみ］の項を参照して下さい。
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イル再生時、オーディオが出力されな

します。Surround Mixerを使うと必要

ている。

11ページの「I/Oアドレスの競合の解

ドフォンセレクション］の選択は、使

あります。

る際にサウンドが出力されない。

ます。

クします。

］タブをクリックし［デバイスマ

てプロパティダイアログの［プロパ

ェックボックスをクリックして有効

他の

は、多
が、(
示方
はな
ン )、
す。詳

ヘル
.wavファイルやMIDIファイル、AVIクリップなどのデジタルファ
い。

以下を確認して下さい。

❑ スピーカーの音量コントロールノブがある場合、中程度の範囲に

に応じて音量を調整出来ます。

❑ アンプ内蔵スピーカーがカードのライン出力ジャックに接続され

❑ カードと周辺機器の間でハードウェアの競合が起こっている。B-

決方法」を参照して下さい。

❑ ［スピーカー設定］の［スピーカーセレクション］、［スピーカー/ヘッ

用しているスピーカーもしくはヘッドフォンと一致させる必要が

オーディオCDの再生やCD-ROMが必要なゲームをプレイしたりす

問題を解決するには以下の手順で［デジタルCD再生］を有効にします
Windows 2000の場合
i. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリックし

ii.［コントロールパネル］の［システム］アイコンをダブルクリッ

iii.［システムのプロパティ］ダイアログボックスで［ハードウェア
ネージャ］ボタンをクリックします。

iv. お使いのDVD/CD-ROMドライブを選択しダブルクリックし
ティ］をクリックします。

v. ［このCD-ROMデバイスでデジタルCD再生を有効にする］チ
にします。

vi.［OK］ボタンをクリックします。

Windowsをお使いの場合
少手順に違いはあります
例：コントロールパネルの表

法や［システム］アイコンで
く［マルチメディア］アイコ
おおまかな流れは似ていま

細はお使いのWindowsの
プファイルをご覧下さい。
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トウェアミキサアプリケーション (例

Surround Mixerの音源をパンする位

レイコントロールのCDバランスが

合です。

ースのバランスを中央に戻します。

なくなります。

VIA
のマ
の一
るフ
の問

ザーボードに取り付けると、ごく一部

ったり (「ハング」したり )、自動的に再
かったり破損したりする。

ップセットが組み込まれた、ごく一部
ソースをパニングすると音が消えることがある。

この状態はデジタルアウトのみの設定でSurround Mixer以外のソフ

えば、Windowsプレイコントロール )を使って、音源の左右バランスを

置と比較して反対側に設定したときに発生します。例えばWindowsプ

左側でSurround MixerでCD (デジタル )を右側にパンするような場

問題を解決するには

そのSurround Mixer以外のミキサーを開き、全てのオーディオ入力ソ
これでSurround Mixerでソースをパニングしても音が消えることは

チップセット
ザーボード
部に見られ
ァイル転送
題

Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXカードをVIAチップセットのマ

ですが次のような問題が生じる場合があります。

サイズの大きなデータを転送するとコンピューターが反応しなくな

起動されたり、あるいはデータが別のドライブから完全に転送されな

これらの問題はマザーボードに VIA VT82C686Bコントローラーチ

のコンピューターに見られます。



トラブルシューティングとFAQ B-6

か確認するには

方を行うことによって上記の問題を

する※

する※

CreativeはこれらのWebサイトから得

ーザーの便宜をはかることのみを目

お使

ては
す。詳

ルプフ

図 B-1 ［デバイスマネージャ］タブ
マザーボードにVT82C686Bチップセットが組み込まれているどう
❑ コンピューターのマザーボードのマニュアルを参照するか、

又は、

i. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリッ
クします。

ii.［システム］アイコンをダブルクリックします。

iii. システムのプロパティで［ハードウェア］タブの［デバイ
スマネージャ］ボタンをクリックします。

iv.［システム デバイス］をダブルクリックします。 

v. 表示されたリストに図B-1に示されている項目が含まれ
ているかどうか確かめます。

vi. これらの項目が表示されている場合は、コンピューター
のカバーを取り外し、マザーボード上のVIAチップセッ
トの場所を確かめます (2-1ページの安全上の予防措置に
注意して下さい )。
VT82C686Bチップセットにはチップ上にモデル番号が
記載されています。

VT82C686Bチップセットが含まれている場合次のいずれか、又は、両
解決することが出来ます

• http://www.viatech.comからVIA 4in1ドライバをダウンロード

• マザーボードの最新のBIOSを製造元のWebサイトから入手

※ これらのウェブサイトのコンテンツは他社の管理下にあります。

た情報やダウンロードに対して責任を負いません。この情報はユ

的として提供されています。

いのWindowsの種類によっ
、一部操作手順が異なりま
細はお使いのWindowsのヘ
ァイルをご覧下さい。
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不十
So
キャ

ま SoundFont互換MIDIファイルが

す。

の小さいものに変更します。

用中のインデックスに SoundFontバ

たなバンクをロードする場合はその

なメインメモリーに依存します。使用

遅くなる場合があります。

合

ボックスで［バンクスタック］ボック

容量

は、音
の関係
分な
undFont
ッシュ

SoundFontsをロードするためのメモリーが不十分である。

SoundFontバンクマネージャに割り当てられたメモリーが不十分なま

ロードされていたり再生されているとこの状態になることがありま

SoundFontキャッシュを多く割り当てるには
1. ［バンク］をクリックします。
［設定バンク］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［バンクスタック］ボタンをクリックしてSoundFontバンクを容量

3. ［ロード］ボタンをクリックして空いているインデックス、又は、使
ンクを加えます。

4. 追加場所に既にバンクが含まれており、そのバンクの代わりに新
バンクを選択して［置換］ボタンをクリックします。

5. ［OK］ボタンをクリックしてバンクの設定を完了します。

割り当てられるSoundFontキャッシュはコンピューターの使用可能
されるキャッシュのサイズが大きすぎるとコンピューターの動作が

コンピューターの使用可能なメインメモリーがまだ不足している場

次のどちらかを行います。

❑ Creative SoundFontバンクマネージャの［設定バンク］ダイアログ

スのSoundFontバンクを容量の小さいものに変更します。

❑ コンピューターのメインメモリーを増設します。

の小さい SoundFontの使用
質の低下とトレードオフ
にあります。
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ジョ
クに ョイスティックポートが競合を起こ

りにコンピューターのジョイス

。

クリックします。

ジャ］タブをクリックします。

Creative Audigy 2 Gameport］(Windows

ーで

クスがある場合 (Windows 98 SE/

るときはデバイスマネージャーのエ
イスティッ
関する問題

ジョイスティックが動作しない。

サウンドカードのジョイスティック /MIDIコネクタとシステムのジ

しています。

問題を解決するには

サウンドカードのジョイスティック /MIDIコネクタを無効にし、代わ
ティックポートを使用して下さい。次のように行います。

1. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリックします

2. ［コントロールパネル］ウィンドウの［システム］アイコンをダブル

3. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスで［デバイスマネー

4. ［サウンド、ビデオ、及びゲームのコントローラ］をクリックし、次に［
2000の場合は［Creative Game Port］)を選択します。

5. ［プロパティ］ボタンをクリックします。

6. プロパティのダイアログボックスで以下のようにします。

Windows 2000/XPでは［デバイスの使用状況］プルダウンメニュ

• このデバイスを使わない (無効 )を選択します。

［このハードウェアプロファイルで使用不可にする］チェックボッ

Me)

• このチェックボックスを選択し無効にします。

7. ［OK］をクリックしてWindowsを再起動し、変更を有効にします。

ゲームポートジョイスティックのインタフェイスが無効になってい

ントリーに赤い×印が付きます。
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ジョイスティックの位置を計算する

ィックの位置を範囲外と推定し、誤っ

ット I/Oリカバリータイムの値を大
遅くするのも有効です。これでも問

複数
オデ
う問

ている場合があります。このような

ディオチップセットであったりしま

に、既存のオーディオデバイスを完全

ーターで複数のオーディオデバイス

行って下さい。

er Live!シリーズ、又は、Sound Blaster

検出されると古いオーディオデバイ

ージボックスが表示されます。この

オーディオデバイスの削除処理を完

除いて下さい。

シス
ない

ないで
ジョイスティックが適切に動作しないプログラムがある。

プログラムはコンピューターのプロセッサータイミングを使用して

場合があります。プロセッサーが高速だとプログラムがジョイステ

て決定してしまうことがあります。

問題を解決するには

お使いのマザーボード /コンピューターのシステムBIOS設定の 8ビ
きくします。もし可能ならばATバススピードを調節してクロックを
題が解決しない場合は別のジョイスティックをお試し下さい。

のオーディ
バイスに伴
題

既にインストールされている他のサウンドカードが動作しない。

コンピューターに既に他のオーディオデバイスがインストールされ

オーディオデバイスはサウンドカードであったり、オンボードオー

す。Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXカードをインストールする前

にアンインストールして削除しておくことをお勧めします。コンピュ

を動作させると動作や機能に問題が生じる可能性があります。

このためSound Blaster Audigy 2のインストール中に以下の作業を
❑ インストール済みの Sound Blaster Audigyシリーズ、Sound Blast

PCIシリーズがSound Blaster Audigy 2のインストーラーによって

スを完全にアンインストールして取り外すことを勧めるメッセ

ボックスで［はい］ボタンをクリックし、画面の手順に従って古い

了します。そしてコンピューターから古いサウンドカードを取り

テムソフトウェアの知識が
場合は、BIOSの変更を行わ
下さい。
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ていることが検出された場合、完全な

くように推奨するメッセージボック

ound Blaster Audigy 2 Platinum eXカー

アの完全なアンインストール処理を

。

従います。

は、Deleteキーを押します。

キーを押します。

ーディオチップセットを無効にしま

ます。

Sou
Aud
Sou
Liv
は、
PC
関す

ter PCIのアプリケーションが動作し

動作しない為、完全にアンインストー

してカード自体もコンピューターか
!カード、又は、Sound Blaster PCIカー

。

クリックします。

BIOS
て操
的な
ピュ
く作業
❑ コンピューターにその他のサウンドカードがインストールされ

アンインストール処理を行い、古いオーディオデバイスを取り除

スが表示されます。このボックスで［はい］ボタンをクリックしS

ドのインストール処理を続けます。

サウンドカードのインストール後に既存のカードのソフトウェ

行いコンピューターから他のサウンドカードを取り除いて下さい

オンボードオーディオチップセットを無効にするには以下の手順に

1. システムを再起動します。

2. メモリーチェック中にご使用のマザーボードに応じてF2キー、又
BIOSセットアップ メニューが表示されます。

3. チップセット機能をセットアップするための項目を選択しEnter

4. Onboard Legacy Audioを選択し、Enterキーを押してオンボードオ
す。

5. Escキーを押しBIOSセットアップメニューに戻ります。

6. セットアップの保存と終了を行う項目を選択しEnterキーを押し

7. Yキーを押しEnterキーを押します。

nd Blaster 
igyシリーズ、
nd Blaster 

e!シリーズ、又
Sound Blaster 
Iシリーズに
る問題

Sound Blaster Audigy、Sound Blaster Live!、又は、Sound Blas
ない。

Sound Blaster Audigy 2 Platinum eXでは上記のアプリケーションは

ルする必要があります。 

問題を解決するには

コンピューターから古いカードのソフトウェアをアンインストール
ら取りはずします。あるいは Sound Blaster Audigy、Sound Blaster Live
ドを無効にします。

1. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリックします

2. ［コントロールパネル］ウィンドウの［システム］アイコンをダブル

のメーカーや種類によっ

作方法は異なります。具体
操作方法は、お使いのコン
ーターでご確認の上、正し
を行って下さい。



トラブルシューティングとFAQ B-11

ジャ］タブをクリックします。

クし該当するサウンドカードを選択

ーで

クスがある場合 (Windows 98 SE/

ジャーのエントリーに赤い×印が付

I/O
合の

設定されていると競合が発生するこ

サウンドカード、又は、アドレスの競

カードやその他の基本的なカード

のカードを一度全て取り外し［デバイ

を取り付けていきます。

決するには

。

クリックします。

ジャ］タブをクリックします。

Wind
ルプ
も参
3. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスで［デバイスマネー

4. ［サウンド、ビデオ、及びゲームのコントローラ］をダブルクリッ
します。

5. ［プロパティ］ボタンをクリックします。

6. プロパティのダイアログボックスで以下のようにします。

Windows 2000/XPでは［デバイスの使用状況］プルダウンメニュ

• このデバイスを使わない (無効 )を選択します。

［このハードウェアプロファイルで使用不可にする］チェックボッ

Me)

• このチェックボックスを選択し無効にします。

7. ［OK］をクリックしてWindowsを再起動し、変更を有効にします。

それらのサウンドカードが無効になっているときは、デバイスマネー

きます。

アドレスの競
解決方法

サウンドカードと別の周辺機器が同じI/Oアドレスを使用するように

とがあります。

I/Oアドレスの競合を解決するには［デバイスマネージャ］を使用して

合を起こしている周辺機器のリソース設定を変更して下さい。

どのカードが競合の原因となっているか分からない場合は、サウンド

(例えばディスクコントローラーやグラフィックスカードなど )以外

スマネージャ］がコンフリクトの発生を示すまで再度1枚づつカード

Windows 98 SE、又は、Windows Me環境でハードウェアの競合を解
1. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリックします

2. ［コントロールパネル］ウィンドウの［システム］アイコンをダブル

3. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスで［デバイスマネー

ows 98 SE/Meオンラインヘ
のトラブルシューティング
照して下さい。
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しているサウンドカードを選択し、

イスは感嘆符 (!)で示されます。

クリックします。

K］ボタンをクリックします。

ているデバイスにリソースを割り当

ソフ
DV
に関

ャンネルモードとSPDIF出力モード
xerの設定は正しいにも関わらずうま

い。

Win
Me
ドラ
る問

はない可能性があります。

ル (dx80bda.exe)をダウンロードしま

す。

る必要があります。

使用の DVカムコーダー向けに完全

-ROMドライブに挿入します。

1394 
XP上
4. ［サウンド、ビデオ、及びゲームのコントローラ］から競合を起こ
［プロパティ］ボタンをクリックします。競合を起こしているデバ

5. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスで［リソース］タブを

6. ［自動設定］チェックボックスが選択されていることを確認し［O

7. Windows 98 SE/Meがサウンドカード、及びコンフリクトを起こし
て直すことが出来るようにコンピューターを再起動します。

トウェア
Dプレーヤー
する問題

DVDムービーを見ながらオーディオ設定を変更すると (例えば 6チ
を切り替えるなど )、ソフトウェアDVDプレ－ヤーやSurround Mi
く設定変更出来ない。

問題を解決するには

ソフトウェアDVDプレーヤーをいったん終了し起動しなおして下さ

dows 98 SE/
/2000のDV
イバに関す
題

DVカムコーダーが正常に動作しない。

MSDVカムコーダードライバが最新バージョン (v4.10.2226以降 )で

問題を解決するには

1. Microsoft WebサイトでDigital Video update for DirectX 8.0ファイ
す。

2. ダウンロードしたファイルをコンピューターにインストールしま
注意 : まずDirectX 8.0、又は、8.0aランタイムをインストールす

問題が依然として解消しない場合、MSDVカムコーダードライバがご

に最適化されていない可能性があります。

問題を解決するには

1. DVカムコーダーの電源を入れます。

2. Sound Blaster Audigy 2インストール /アプリケーションCDをCD
起動画面を閉じます。

DV接続ドライバは、Windows
では動作しません。

http://www.asia.microsoft.com/japan/default.asp
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DVConnect 240.exeファイルを実行し
。

するように求められるかもしれませ

。

Win
の問

ドウェアインストレーションエラー

フトウェアを提出することを強く勧

は、Microsoft検定に合格しなかった

るかもしれませんがその場合は、［続

のテストを行いコンピューターの性
3. エクスプローラを使用してCD-ROM内で1394フォルダを見つけ
ます。そして画面の手順に従ってセットアップ処理を完了します

Windows 98 SEを実行している場合Windows 98 CD-ROMを挿入
ん。画面の手順に従ってセットアップ処理を完了します。

4. ［完了］ボタンをクリックします。

5. DVカムコーダーの電源をオフにした後もう一度電源を入れます

dows XPで
題

アプリケーションがインストールされているとWindows XPでハー
メッセージが表示される。

Microsoft社は各ベンダーに対してMicrosoft社による検定のためのソ

めました。ハードウェア機器のドライバが提出されなかった場合、又

場合、下図のような警告メッセージが表示されます。

Creativeドライバのインストール時にこの警告メッセージが表示され

行］ボタンをクリックして下さい。弊社ではWindows XP上でドライバ

能を低下させ不安定にしないことを確認しています。
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デジ
関す

が全く聞こえない。

ように選択されていることを確認し

しなければならない場合もあります。

。

クリックします。

ジャ］タブをクリックします。

効にします。

クリックします。

リックします。 

イブなど他のドライブにも設定する場

それぞれのドライブのアイコンをダブ

Intel 
がコ
ルされ

のド
ます。
タル機器に
る問題

デジタルスピーカーから断続的にヒスノイズが聞こえる、あるいは音

デジタル出力のサンプリングレートが受信側機器の条件と一致する

て下さい。デジタル出力のサンプリングレートをより低い値を選択

選択可能な値は48 kHz、及び 96 kHzです。

問題を解決するには

Windows 98 SE、及びWindows Meの場合
1. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリックします

2. ［コントロールパネル］ウィンドウの［システム］アイコンをダブル

3. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスで［デバイスマネー

4. ［ディスク］アイコンをダブルクリックします。
コンピューターのドライブが表示されます。

5. ハードディスクドライブアイコンをダブルクリックします。

6. 表示されたダイアログボックスで［設定］タブをクリックします。

7. ［DMA］(direct memory access)チェックボックスをクリックして有
警告のメッセージボックスが表示されます。

8. ［OK］ボタンをクリックします。

9. 次に表示されるボックスで［OK］をクリックします。

10.［システムのプロパティ］ダイアログボックスの［閉じる］ボタンを

11.コンピューターを再起動するように促されたら［はい］ボタンをク

12. 他のハードディスクドライブやCD-ROM、CD-RW、DVD-ROMドラ
合は、ステップ 4から 11までを繰り返して下さい。ステップ 4では
ルクリックします。

Application Accelerator 1.1.2
ンピューターにインストー
ている場合、DMAは全て

ライブに自動的に適応され
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。

クリックします。

ブをクリックします。

。

ます。

ます。
Windows 2000、及びWindows XPの場合
1. ［スタート］、［設定］、［コントロールパネル］の順にクリックします

2. ［コントロールパネル］ウィンドウの［システム］アイコンをダブル

3. ［システムのプロパティ］ダイアログボックスで［ハードウェア］タ

4. ［デバイスマネージャ］ボタンをクリックします。

5. ［IDE ATA/ATAPIコントローラ］アイコンをダブルクリックします
IDEチャンネルが表示されます。

6. ［プライマリ IDEチャンネル］アイコンを右クリックします。

7. ［プロパティ］をクリックします。

8. ［プロパティ］ダイアログボックスで［詳細設定］タブをクリックし

9. ［DMAを有効にする］チェックボックスをクリックして有効にし

10.［OK］ボタンをクリックします。
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